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いの町公式ホームページ　http://www.town.ino.kochi.jp/

ねんりんピックよさこい高知2013
ソフトバレーボール交流大会
開催日程：10/27（日）・28（月）

開催まであと 日

●総人口	 25,302 （25,744）人

●男　性	 12,041 （12,263）人

●女　性	 13,261 （13,481）人

●世帯数	 10,936 （11,015）世帯
（住民基本台帳人口による）

いの町の人口
平成25年7月末日現在（　）内は前年同月末日

※散歩中のフンは必ず持ち帰り
　処理をしてください。

問い合わせ
　高知県中央西福祉保健所　  0889－22－2588
　環境課　　　　　　　　　  893－1160
　吾北総合支所住民福祉課　  867－2300
　本川総合支所住民福祉課　  869－2114

いの町上下水道組合    090－9555－6246

固定資産税　３期
国保税・介護保険料・後期高齢者医療保険料　３期

犬･猫に関する
相 談 窓 口

上下水道休日当番

今 月 の 納 税

今月の主な内容
特別警報について3
Ｊ－ＡＬＥＲＴによる全国一斉の緊急情報の伝達試験について4
あなたも消防団に入団しませんか？4
ねんりんピック開催記念柳本晶一氏講演会のお知らせ12

　仁淀川の自然や歴史、食、文化を見て、感じ、味わい、存分に
酔って楽しんでもらう一日。
　今年はアコースティックギターデュオ『いちむじん』も出演決定!!
　秋の夜長をゆったり、抜群の雰囲気の中でお楽しみください。
　イベント内容詳細は25ページへ!!

9月28日（土） 
 『土佐の豊穣祭2013　仁淀川　

神楽と鮎と酒に酔う』開催決定！

いの町史に掲載する「未来へのメッセージ」募集中!!　詳しくは15ページへ
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広報いの　9月号

試
　
　
験

催
し・イ
ベ
ン
ト

講
座・教
室

募
　
　
集

お
　
　
礼

お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

ニュース

災
害
時
要
援
護
者

避
難
支
援
の
取
組

　

町
で
は
、
自
分
で
は
避
難
で
き

ず
、
ま
た
、
家
族
の
助
け
も
受
け

ら
れ
な
い
人
の
た
め
に
、
ど
の
よ

う
に
し
た
ら
避
難
で
き
る
か
を
記

入
し
た
計
画
「
個
別
計
画
」
づ
く

り
を
町
内
会
・
自
主
防
災
組
織
・

民
生
委
員
な
ど
の
地
域
の
人
と
と

も
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

７
月
～
８
月
に
開
催
し
た
個
別

計
画
説
明
会
で
は
、
日
ご
ろ
か
ら

地
域
住
民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
る
取
組
事
例
や
、
高
齢
者

や
障
害
者
な
ど
の
災
害
時
要
援
護

者
と
一
緒
に
防
災
訓
練
を
し
た
様

子
な
ど
の
地
域
の
活
動
を
発
表
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〈
発
表
者
〉

　

13

－

１
地
区
自
主
防
災
会

会
長　

髙
橋　

和
夫

　

是
友
奥
名
地
区
自
主
防
災
会

隊
長　

樋
口　

義
博

　

柳
瀬
上
分
自
主
防
災
会

会
長　

西
岡　

武
司

　

鹿
敷
地
区
自
主
防
災
会

会
長　

友
草　

康
雄

　

波
川
公
民
館館

長　

畑
山　

博
行

　

西
浦
６
区
自
主
防
災
会

会
長　

鍋
島　

義
安

  　

町
が
説
明
会
で
使
用
し
た
災
害

時
要
援
護
者
支
援
「
実
施
の
手
引

き
」
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ

い
。

http://w
w

w
.tow

n.ino.kochi.jp/

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　

 

８
９
３

－

３
８
１
０

ニュース

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
を
開
催

　

７
月
17
日
、
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
で
は
、
22
名
が
参
加

し
て
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
は
、
山
本
典
判
氏

（
高
知
と
ん
ぼ
の
会
会
長
）
よ
り

「
傾
聴
を
学
ぶ　

お
話
の
良
い
聴

き
方
」
と
題
し
講
義
が
あ
り
、
午

後
の
部
は
、
山
本
美
知
子
氏
（
同

会
）
の
指
導
で
、
ロ
ー
ル
プ
レ
イ

ン
グ
（
役
割
演
技
法
）
に
よ
る
対

話
訓
練
、
傾
聴
体
験
談
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
紹
介
な
ど
の
内
容

で
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
知
市
の
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
「
高
知
と
ん
ぼ
の

会
」
の
皆
さ
ん
、
い
の
町
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ス
マ
イ
ル
」
の
皆

さ
ん
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
受
講

者
と
の
交
流
も
深
め
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
「
傾
聴
は
、

家
族
や
友
人
と
の
会
話
、
接
客
の

仕
事
で
も
非
常
に
大
切
な
こ
と
、

受
講
し
て
よ
か
っ
た
」
「
傾
聴
的

な
会
話
が
す
ぐ
に
で
き
る
か
分
か

ら
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
や

活
動
に
役
立
て
た
い
」
な
ど
の
感

想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
受
講
者
の
中
か
ら
３
名

が
、
い
の
町
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
ス
マ
イ
ル
」
へ
入
会
し
、
今
後

の
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

８
９
３

－

５
９
２
０

ニュース
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
よ
さ
こ
い

高
知
２
０
１
３

１
０
０
日
前
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

７
月
18
日
、
高
知
市
中
央
公
園

で
、
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
１
０
０
日

前
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

よ
さ
こ
い
高
知
２
０
１
３
実
行
委

員
会
の
主
催
で
開
催
さ
れ
、
総
合

開
会
式
へ
の
出
演
団
体
の
演
技
な

ど
が
ス
テ
ー
ジ
で
披
露
さ
れ
る
と

と
も
に
、
町
も
、
大
会
会
場
と
開

催
競
技
種
目
の
啓
発
用
に
作
成
し

た
う
ち
わ
を
配
布
す
る
な
ど
の
Ｐ

Ｒ
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
い
の
町
老
人
ク
ラ
ブ
も

紙
漉
き
体
験
や
紙
の
こ
い
の
ぼ
り

づ
く
り
コ
ー
ナ
ー
を
出
店
し
、
イ

ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

発表の様子（髙橋　和夫さん）

「傾聴の講義」の様子

発表の様子（樋口　義博さん）

傾聴実習　ロールプレイング
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広報いの　9月号

試
　
　
験

催
し・イ
ベ
ン
ト

講
座・教
室

募
　
　
集

お
　
　
礼

お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

ニュース

水
難
事
故
防
止

広
報
活
動
を
実
施

　

７
月
28
日
、
い
の
警
察
署
、
い

の
町
消
防
団
、
仁
淀
消
防
組
合
合

同
で
、
仁
淀
川
水
難
事
故
注
意
広

報
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

広
報
活
動
は
、
加
田
キ
ャ
ン
プ

場
と
波
川
公
園
で
実
施
さ
れ
、
遊

泳
客
に
、
仁
淀
川
の
危
険
区
域
や
、

危
険
区
域
で
は
遊
泳
し
な
い
こ
と
、

ま
た
河
川
利
用
時
に
車
上
狙
い
に

遭
わ
な
い
よ
う
注
意
す
る
内
容
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
、
安
全

な
河
川
利
用
に
つ
い
て
、
呼
び
掛

け
を
実
施
し
ま
し
た
。

ニュース
枝
川
小
の
子
ど
も
た
ち
が
Ｅ
Ｍ

ど
ろ
団
子
を
投
入
し
ま
し
た

　

地
域
の
川
宇
治
川
の
水
を
き
れ

い
に
し
よ
う
と
、
枝
川
公
園
前
の

宇
治
川
で
７
月
11
日
、
枝
川
小
学

校
の
子
ど
も
た
ち
約
４
０
０
名
が
、

地
域
の
環
境
を
守
る
Ｅ
Ｃ
Ｏ
ク
ラ

ブ
の
方
々
の
指
導
と
地
域
の
方
々

の
協
力
の
下
、
Ｅ
Ｍ
ど
ろ
団
子
約

１
万
個
を
投
げ
入
れ
、
身
近
な
川

の
美
化
活
動
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｍ
ど
ろ
団
子
と
は
、
人
間
や

自
然
環
境
に
役
立
つ
有
用
微
生
物

群
（
Ｅ
Ｍ
）
が
入
っ
た
発
酵
資
材

と
活
性
液
や
土
を
練
り
こ
み
、
団

子
状
に
し
て
発
酵
・
乾
燥
さ
せ
た

も
の
で
、
川
の
微
生
物
を
活
性
化

し
、
水
を
浄
化
さ
せ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
上
級
生
と
下
級
生
が

両
岸
に
分
か
れ
、「
き
れ
い
に
な
っ

て
ね
」
と
願
い
な
が
ら
、
力
い
っ

ぱ
い
投
げ
入
れ
ま
し
た
。

　

宇
治
川
が
ま
す
ま
す
き
れ
い
に

な
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課

 

８
９
３

－

１
９
２
２

ニュース

第
63
回
社
会
を

明
る
く
す
る
運
動

▼
行
動
目
標

・
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

・
犯
罪
や
非
行
に
陥
ら
な
い
よ
う

地
域
社
会
で
支
え
よ
う

・
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域

社
会
の
理
解
と
協
力
の
輪
を
広

げ
よ
う

▼
重
点
事
項

　
「
立
ち
直
り
を
支
え
る
取
組
に
つ

い
て
の
協
力
の
拡
大
」

　
「
就
労
・
居
住
な
ど
の
生
活
基
盤

づ
く
り
に
つ
な
が
る
取
組
の
推
進
」

　

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た

ち
の
更
正
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
力
を

合
わ
せ
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
明

る
い
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の
全

国
的
な
運
動
で
、
７
月
が
強
調
月

間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

関
係
諸
団
体
の
協
力
、
参
加
に

よ
り
、
７
月
11
日
に
法
務
大
臣
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
と
広
報
車
に

よ
る
啓
発
パ
レ
ー
ド
、
７
月
24
日

に
伊
野
南
小
学
校
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

ズ
音
楽
隊
の
皆
さ
ん
の
先
導
に
よ

る
徒
歩
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
、
す
こ
や
か
セ

ン
タ
ー
伊
野
の
ロ
ビ
ー
で
、
伊
野

小
学
校
と
枝
川
小
学
校
の
皆
さ
ん

に
よ
る
啓
発
絵
画
を
展
示
し
ま
し

た
。

お知らせ
「
住
宅
・
土
地
統
計
調
査
」に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

10
月
１
日
を
基
準
日
と
し
て

「
平
成
25
年
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

住
戸
に
関
す
る
実
態
や
現
住
居

以
外
の
住
宅
・
土
地
の
保
有
状
況
、

そ
の
他
住
宅
な
ど
に
居
住
し
て
い

る
世
帯
に
関
す
る
実
態
を
調
査
し

ま
す
。
目
的
は
、
住
生
活
に
関
連

す
る
諸
施
策
の
基
礎
資
料
を
得
る

こ
と
で
す
。

　

９
月
上
旬
か
ら
調
査
対
象
の
把

握
の
た
め
、
対
象
地
区
に
調
査
員

が
伺
い
ま
す
。
９
月
下
旬
に
は
、

調
査
対
象
世
帯
に
「
調
査
票
」
を

配
布
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

 

８
９
３

－

１
１
１
３

お知らせ

特
別
警
報
に
つ
い
て

　

気
象
庁
で
は
８
月
30
日
午
前
0

時
か
ら
特
別
警
報
の
発
表
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

気
象
庁
は
こ
れ
ま
で
、
大
雨
や

津
波
、
高
潮
な
ど
に
よ
り
重
大
な

災
害
の
起
こ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

き
に
、
警
報
を
発
表
し
て
警
戒
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

　

よ
り
甚
だ
し
い
大
雨
や
大
き
な

津
波
な
ど
が
予
想
さ
れ
、
重
大
な

災
害
に
よ
る
危
険
性
が
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
、
特
別

な
警
戒
を
呼
び
掛
け
る
た
め
に
、

新
た
に
「
特
別
警
報
」
を
発
表
し

ま
す
。
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広報いの　9月号

ニ
ュ
ー
ス

試
　
　
験

催
し・イ
ベ
ン
ト

講
座・教
室

募
　
　
集

お
　
　
礼

お
知
ら
せ

　

特
別
警
報
の
対
象
と
す
る
現
象

は
「
東
日
本
大
震
災
」
、
我
が
国

の
観
測
史
上
最
高
の
潮
位
を
記
録

し
た
「
伊
勢
湾
台
風
」
の
高
潮
、

紀
伊
半
島
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
「
平
成
23
年
台
風
第
12

号
」
の
豪
雨
な
ど
が
該
当
し
ま
す
。

　

特
別
警
報
が
出
た
場
合
、
お
住

ま
い
の
地
域
は
数
十
年
に
一
度
し

か
な
い
よ
う
な
非
常
に
危
険
な
状

況
に
あ
り
ま
す
。
屋
外
の
状
況
や
、

避
難
指
示
・
勧
告
な
ど
に
留
意
し
、

た
だ
ち
に
命
を
守
る
た
め
の
行
動

を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
雨
な
ど
の
被
害
を
防

ぐ
に
は
、
時
間
を
追
っ
て
発
表
さ

れ
る
注
意
報
、
警
報
や
そ
の
他
の

気
象
情
報
を
活
用
し
て
、
早
め
早

め
の
行
動
を
と
る
こ
と
が
あ
な
た

や
家
族
の
命
を
守
り
ま
す
。

　

特
別
警
報
の
詳
細
は
、気
象
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.jm

a.go.jp/

詳
し
く
は

　

気
象
庁
高
知
地
方
気
象
台

　
　

防
災
業
務
課　

　
 

８
２
２

－

８
８
８
２

お知らせ

Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
に
よ
る

全
国
一
斉
の
緊
急
情
報
の

伝
達
試
験
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
地
震
・
津
波
や
武
力

攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
、
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

－
Ａ
Ｌ
Ｅ

Ｒ
Ｔ
）（
※
）
に
よ
り
送
ら
れ
て
く

る
国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
様
々

な
情
報
伝
達
手
段
を
用
い
て
確
実

に
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、

町
内
で
緊
急
情
報
伝
達
手
段
の
試

験
を
行
い
ま
す
。

（
実
施
す
る
内
容
）

①
防
災
行
政
無
線
の
放
送

　

町
内
の
防
災
行
政
無
線
及
び
個

別
受
信
機
に
定
時
放
送
と
同
じ
位

の
音
量
で
、
次
の
内
容
が
一
斉
放

送
さ
れ
ま
す
。

「
こ
れ
は
、
試
験
放
送
で
す
」

　

（
３
回
繰
り
返
し
）

「
こ
ち
ら
は
、
い
の
町
役
場
で
す
」

　

下
り
チ
ャ
イ
ム
音

②
い
の
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

の
試
験
配
信
【
防
災
情
報
】

　

い
の
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

を
活
用
し
、
登
録
者
に
メ
ー
ル
配

信
を
実
施
し
ま
す
。

（
試
験
実
施
日
）

　

９
月
11
日
（
水
）
11
時
00
分
ご

ろ
と
、
11
時
30
分
ご
ろ
の
２
回
実

施
し
ま
す
。

（
※
）
Ｊ

－

Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
（
ジ
ェ

イ
・
ア
ラ
ー
ト
）
と
は
、
情
報
伝

達
に
時
間
的
余
裕
の
な
い
、
地

震
・
津
波
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災

害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
緊

急
情
報
を
、
人
工
衛
星
な
ど
を
活

用
し
て
、
瞬
時
に
自
動
的
に
情
報

伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

あ
な
た
も
消
防
団
に

入
団
し
ま
せ
ん
か
？

消
防
団
っ
て
な
に
？

　

「
消
防
団
」
と
い
う
言
葉
は

知
っ
て
い
る
け
ど
、「
消
防
署
」
と

は
違
う
の
？
消
防
団
に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。

（
１
）
非
常
備
消
防

　

「
非
常
備
消
防
」
聞
き
慣
れ
な

い
言
葉
で
す
が
、
こ
れ
と
反
対
に

「
常
備
消
防
」
と
呼
ば
れ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
常
備
消
防
と
は
、

消
防
署
や
消
防
士
と
い
っ
た
消
防

業
務
を
専
門
に
行
う
行
政
機
関
や

そ
の
職
員
を
表
す
言
葉
で
す
。

　

一
方
、「
非
常
備
消
防
」と
呼
ば

れ
る
消
防
団
は
、日
常
は
他
に
職

業
を
持
つ
一
般
住
民
で
あ
る
団
員

で
組
織
さ
れ
、い
ざ
火
災
な
ど
の

災
害
時
に
出
動
し
、消
火
・
防
災

活
動
に
あ
た
る
機
関
で
す
。出
動

し
た
と
き
に
は
、消
防
署
と
協
力

し
、消
火
・
防
災
活
動
を
行
い
ま
す
。

（
２
）
消
防
団
の
組
織

　

い
の
町
消
防
団
は
、
旧
町
村
単

位
で
３
方
面
隊
に
分
か
れ
、
各
地

域
単
位
の
分
団
や
部
・
班
に
よ
り

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
活
動
拠
点
と
し
て
各
地

域
に
消
防
屯
所
が
あ
り
、
消
防
車

を
は
じ
め
消
防
団
活
動
に
必
要
な

資
機
材
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
役
割

（
地
域
防
災
力
の
向
上
）

　

山
間
部
で
の
林
野
火
災
な
ど
は

水
が
な
い
こ
と
か
ら
数
百
メ
ー
ト

ル
も
ポ
ン
プ
で
水
を
中
継
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
消

防
署
だ
け
で
は
、
鎮
火
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
た
場
合
、
同
時
に
各
地
で
被
害

が
発
生
す
る
た
め
、
消
防
署
・
警

察
署
・
行
政
は
す
べ
て
に
対
応
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
、
地
域
の
こ
と
は
地
域
で
解
決

す
る
地
域
防
災
力
の
向
上
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
消
防
団
は
地
元
の

気象庁　特別警報

重大な災害が発生する
おそれがあるときに
発表

災害が発生するおそれ
があるときに発表

警　　報

注 意 報

重大な災害が発生する
おそれが著しく大きい
ときに発表

特別警報
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催
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せ

状
況
な
ど
も
熟
知
し
て
い
ま
す
の

で
、
地
域
防
災
力
の
核
と
し
て
大

き
な
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

消
防
団
っ
て
ど
ん
な

　

活
動
を
す
る
の
？

　

火
災
現
場
へ
の
出
動
を
は
じ
め

そ
の
主
な
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

①
災
害
活
動

　

消
防
団
活
動
の
中
で
も
最
も
重

要
な
も
の
で
す
。

　

火
災
現
場
で
の
消
火
活
動
、
水

害
時
の
水
防
活
動
な
ど
に
出
動
し
、

災
害
現
場
の
第
一
線
で
消
防
署
の

消
防
士
と
協
力
し
て
災
害
の
防
除

に
あ
た
り
ま
す
。

　

ま
た
災
害
時
の
避
難
誘
導
、
行

方
不
明
者
の
捜
索
・
救
助
、
水
難

救
助
活
動
な
ど
に
も
出
動
し
ま
す
。

②
予
防
活
動

　

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
も
重

要
な
活
動
で
す
。

　

年
末
特
別
警
戒
に
よ
る
地
域
の

火
災
予
防
、
町
民
祭
で
の
警
防
活

動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

③
訓
練
・
教
育
活
動

　

出
動
時
に
迅
速
か
つ
適
切
な
活

動
を
行
う
た
め
に
は
、
団
員
一
人

ひ
と
り
の
消
防
技
術
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。

　

消
防
団
で
は
、
各
種
消
防
演
習

や
水
難
救
助
訓
練
、
防
災
訓
練
、

自
主
防
災
組
織
訓
練
な
ど
、
年
数

回
の
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
新
入
団
員
に
は
、
消
防

学
校
で
消
防
団
員
と
し
て
必
要
な

知
識
や
技
術
の
習
得
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

そ
し
て
地
域
の
自
主
防
災
組
織

の
訓
練
へ
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。

④
啓
発
・
広
報
活
動

　

火
災
を
お
こ
さ
な
い
た
め
に
、

地
域
住
民
の
防
火
意
識
の
高
揚
を

図
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
地
域
の

保
育
園
や
幼
稚
園
の
園
児
と
の
防

火
パ
レ
ー
ド
な
ど
、
地
域
行
事
へ

の
参
加
を
通
じ
防
火
意
識
の
啓
発

に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
警
察
署
と
協
力
し
て
、
水

難
事
故
防
止
Ｐ
Ｒ
活
動
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

保育園児との防火パレード

消
防
団
の
魅
力
は
？

　

消
防
団
っ
て
大
変
そ
う
！
確
か

に
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
す

ば
ら
し
い
魅
力
が
あ
り
ま
す
。
消

防
団
活
動
の
魅
力
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。

①
最
高
の
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

消
防
団
員
は
、
特
別
職
の
地
方

公
務
員
と
し
て
、
出
動
の
際
に
は

報
酬
も
支
給
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

職
務
の
重
責
に
比
べ
れ
ば
少
な
い

報
酬
額
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
活

動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な
要
素
が

強
い
も
の
で
す
。

　

「
義
勇
消
防
」
と
い
わ
れ
る
よ

う
に
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
守
る
」
と
い
う
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
精
神
で
支
え
ら
れ
て

い
る
の
が
消
防
団
と
い
え
ま
す
。

②
い
ろ
ん
な
人
と
の
出
会
い

　

団
員
の
年
齢
層
は
、
20
代
～
60

代
、
職
業
も
農
業
、
自
営
業
、
会

社
員
、
公
務
員
と
多
種
多
様
で
す
。

　

一
緒
に
様
々
な
消
防
団
活
動
を

す
る
こ
と
に
よ
り
、町
内
の
い
ろ
ん

な
方
と
知
り
合
い
に
な
る
こ
と
が

で
き
、交
友
関
係
を
広
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
も
消
防
団
の
魅
力
で
す
。

訓
練
や
出
動
は
？

　

例
え
ば
伊
野
方
面
隊
で
の
訓
練

は
、
月
一
回
の
定
時
通
信
と
資
機

材
点
検
、
春
と
秋
の
演
習
、
５
月

の
水
難
救
助
訓
練
が
主
な
訓
練
内

容
と
な
り
ま
す
。
そ
の
他
に
も
年

末
警
戒
や
町
民
祭
の
警
備
活
動
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
操
法
大
会
の
あ
る
年
に
つ

い
て
は
、
出
場
す
る
各
分
団
・
部

で
の
操
法
訓
練
が
あ
り
ま
す
。

　

火
災
、
大
雨
に
よ
る
水
防
活
動
、

水
難
事
故
、
行
方
不
明
者
の
捜
索

の
際
に
、
出
動
要
請
が
あ
り
ま
す
。

入
団
の
方
法
は
？

　

町
内
在
住
の
方
で
地
域
で
の
防

火
・
防
災
活
動
に
従
事
し
て
く
れ

る
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

男
女
を
問
わ
ず
18
歳
か
ら
40
歳
く

ら
い
ま
で
の
方
の
入
団
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

　

入
団
す
る
日
は
い
つ
か
ら
で
も

大
丈
夫
で
す
。

　

入
団
の
申
し
込
み
、消
防
団
活
動

に
対
す
る
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、

①
地
域
の
各
分
団

②
仁
淀
消
防
組
合
消
防
署
消
防
団
係

 

８
９
３

－

３
２
２
１

③
い
の
町
総
務
課

 

８
９
３

－

１
１
１
３

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

９
月
の

消
防
団
行
事
予
定

９
月
１
日
（
日
）

　

い
の
町
防
災
訓
練

（
伊
野
地
区
・
吾
北
地
区
・
本
川

地
区
） 消

防
団
員

　
　
募 

集 

中

ポンプ車による中継送水訓練自主防災組織との訓練
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お知らせ

消
火
器
の
破
裂
事
故
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

古
く
な
っ
た
消
火
器
に
よ
る
事

故
が
全
国
的
に
相
次
い
で
発
生
し

て
い
ま
す
。
事
故
防
止
の
た
め
、

腐
食
や
変
形
な
ど
の
あ
る
消
火
器

は
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
廃
棄
し
よ
う
と
す
る

消
火
器
は
、
絶
対
に
自
分
で
解

体
・
放
射
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▼
不
用
に
な
っ
た
消
火
器
の
廃
棄

方
法

・
回
収
を
行
っ
て
い
る
事
業
者
に

廃
棄
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
。
（
有
料
に
な
り
ま
す
。
）

腐
食
が
進
ん
だ
消
火
器
は
、
容

器
破
裂
の
危
険
性
が
大
き
い
の

で
、
速
や
か
に
廃
棄
処
理
を
依

頼
し
ま
し
ょ
う
。

※
消
防
署
で
は
回
収
し
て
い
ま
せ

ん 

・
廃
棄
業
者
に
つ
い
て
は
、
電
話

帳
の
「
消
防
用
設
備
・
用
品
・

保
守
点
検
」
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
業
者
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。 

★
消
火
器
の
設
置
場
所
に
も
ご
注

意
く
だ
さ
い

　

消
火
器
は
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
る

場
所
や
湿
潤
な
場
所
を
避
け
て
設

置
し
、
屋
外
に
は
放
置
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
他
、
不
明
な
点
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
最
寄
り
の
消
防
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

仁
淀
消
防
組
合
消
防
署
予
防
係

 

８
９
３

－

３
２
２
１

　

吾
北
分
署 

８
６
７

－

２
８
１
２

　

日
高
分
署

 

０
８
８
９

－

２
４

－

５
４
１
１

お知らせ

ウ
リ
類（
キ
ュ
ウ
リ
・
メ
ロ
ン・

カ
ボ
チ
ャ・
ニ
ガ
ウ
リ
・
ト
ウ

ガ
ン
・
ヘ
チ
マ
・
ス
イ
カ
）を

栽
培
さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

－

ウ
イ
ル
ス
病
対
策
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

－

　

近
年
、
ウ
リ
科
野
菜
で
は
、
黄

化
え
そ
病
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

◇
黄
化
え
そ
病
と
は 

　

ミ
ナ
ミ
イ
ロ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
と
い

う
体
長
１
㎜
程
度
の
害
虫
の
み
が

媒
介
し
、
ウ
リ
類
全
般
に
感
染
し

ま
す
。

　

一
般
的
に
は
生
長
点
付
近
か
ら

黄
化
し
は
じ
め
、
葉
や
果
実
に
も

黄
化
症
状
が
み
え
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
一
度
か
か
る
と
、
治
療
法

が
な
く
、
症
状
が
進
む
と
収
量
が

30
　

％
以
上
減
少
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

◇
対
策

・
こ
の
よ
う
な
症
状
の
株
を
発
見

し
た
ら
根
ご
と
引
き
抜
き
ま
す
。

・
媒
介
す
る
虫
を
確
認
し
た
場
合

は
、
登
録
の
あ
る
農
薬
で
防
除

し
ま
す
。

・
無
農
薬
や
減
農
薬
で
栽
培
さ
れ

て
い
る
場
合
な
ど
は
、
作
物
周

辺
に
虫
の
侵
入
を
防
ぐ
障
壁
用

の
ネ
ッ
ト
な
ど
を
設
置
す
る
工

夫
が
大
切
で
す
。

　　

ウ
リ
類
黄
化
え
そ
病
は
家
庭
菜

園
な
ど
の
露
地
栽
培
に
お
い
て
も

発
生
し
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
媒
介
虫
の
詳
し
い
情
報

や
、
ウ
イ
ル
ス
病
の
診
断
を
希
望

さ
れ
る
方
は
左
記
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
中
央
西
農
業
振
興
セ
ン

タ
ー

 
８
５
２

－

１
２
８
１

お知らせ

森
林
の
立
木
を
伐
採
す
る

と
き
に
は
届
出
が
必
要
で
す

▼
伐
採
及
び
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
制
度
と
は

　

森
林
は
、
林
産
物
の
供
給
、
水

源
の
涵
養
、
山
地
災
害
の
防
止
な

ど
の
多
面
的
な
機
能
が
あ
り
、
私

た
ち
の
生
活
に
た
く
さ
ん
の
恩
恵

を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
森
林
の
持
っ
て
い
る
多

面
的
な
機
能
を
高
度
に
発
揮
さ
せ

る
た
め
の
適
正
な
森
林
施
業
を
確

保
す
る
観
点
か
ら
、
森
林
の
伐
採

及
び
伐
採
後
の
造
林
が
、
市
町
村

森
林
整
備
計
画
に
適
合
し
て
適
切

に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
確
認
す
る

た
め
に
、
森
林
法
の
規
定
に
基
づ

き
、
事
前
に
届
出
し
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
森
林

　

保
安
林
な
ど
を
除
く
民
有
林

（
地
域
森
林
計
画
の
対
象
森
林
）

　

保
安
林
に
つ
い
て
は
、
県
へ
の

伐
採
許
可
申
請
な
ど
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

▼
手
続
き
方
法

１
．
届
出
対
象
者

　

森
林
所
有
者
や
立
木
を
買
い
受

け
た
方
な
ど
、立
木
の
伐
採
に
つ
い

て
権
限
を
有
す
る
方
と
な
り
ま
す
。

①
自
分
で
、
あ
る
い
は
請
負
に

よ
っ
て
伐
採
す
る
場
合
は
、
森

林
所
有
者

②
伐
採
業
者
な
ど
が
森
林
所
有
者

か
ら
立
木
を
買
い
受
け
て
伐
採

す
る
場
合
は
、
森
林
所
有
者
と

買
い
受
け
人
の
連
名

２
．
届
出
期
間
及
び
届
出
先

　

伐
採
を
始
め
る
90
日
か
ら
30
日

前
ま
で
に
伐
採
す
る
森
林
が
あ
る

市
町
村
長
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

産
業
経
済
課

 

８
９
３

－

１
１
１
５

　

吾
北
総
合
支
所
森
林
政
策
課

 

８
６
７

－

２
３
２
２

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

 

８
６
９

－

２
１
１
５

お知らせ

森
林
の
土
地
の
所
有
者

届
出
制
度
の
お
知
ら
せ

▼
届
出
対
象
者

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
平
成

24
年
４
月
１
日
以
降
に
売
買
や
相

続
な
ど
で
森
林
の
土
地
を
新
た
に

取
得
し
た
方
は
、
面
積
に
か
か
わ
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催
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ら
ず
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
平
成
24
年
４
月
１

日
以
前
に
森
林
の
土
地
を
取
得
し

た
方
で
も
平
成
24
年
４
月
１
日
以

降
に
遺
産
分
割
協
議
が
成
立
し
た

場
合
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ

く
土
地
売
買
契
約
の
届
出
を
し
て

い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

▼
届
出
期
間
及
び
届
出
先

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地

の
あ
る
市
町
村
長
に
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
届
出
事
項

　

届
出
書
に
は
、
届
出
者
と
前
所

有
者
の
住
所
・
氏
名
、
所
有
者
と

な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権
移
転
の

原
因
、
土
地
の
所
在
場
所
・
面
積

と
と
も
に
、
土
地
の
用
途
な
ど
を

記
載
し
ま
す
。
添
付
書
類
と
し
て
、

登
記
事
項
証
明
書
又
は
土
地
売
買

契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得
し
た
こ

と
が
分
か
る
書
類
の
写
し
、
土
地

の
位
置
を
示
す
図
面
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

届
出
を
要
し
な
い
場
合
や
事
後

届
出
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

所
定
の
届
出
様
式
が
あ
り
ま
す
の

で
、
詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

産
業
経
済
課

 

８
９
３

－

１
１
１
５

　

吾
北
総
合
支
所
森
林
政
策
課

 

８
６
７

－

２
３
２
２

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

 

８
６
９

－

２
１
１
５

お知らせ
い
の
町
多
子
世
帯
保
育
料
等

軽
減
補
助
金
の
お
知
ら
せ

　

町
で
は
、
子
育
て
支
援
と
し
て
、

多
子
世
帯
に
お
け
る
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
保
護
者
の

保
育
料
や
幼
稚
園
授
業
料
に
対
し

て
助
成
す
る
制
度
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
平
成
25
年

４
月
分
の
保
育
料
な
ど
に
さ
か
の

ぼ
っ
て
適
用
に
な
り
ま
す
の
で
該

当
す
る
世
帯
の
方
は
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象

　

い
の
町
に
住
所
を
有
し
、
18
歳

未
満
の
児
童
が
３
人
以
上
い
る
世

帯
の
３
人
目
以
降
で
、
町
外
の
幼

稚
園
又
は
届
出
認
可
外
保
育
施
設

へ
通
所
す
る
３
歳
未
満
（
※
）
の

児
童
が
い
る
世
帯

※
年
齢
は
平
成
25
年
４
月
１
日
現

在
で
す
。

▼
補
助
金
額

・
幼
稚
園
授
業
料

（
上
限
：
月
額
２
５
，０
０
０
円
）

・
届
出
認
可
外
保
育
施
設
保
育
料

（
上
限
：
月
額
５
０
，０
０
０
円
）

▼
申
請
期
限

・
平
成
26
年
１
月
31
日
（
金
）

　

申
請
用
紙
は
学
校
教
育
課
に
あ

り
ま
す
。
な
お
、
申
請
手
続
き
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

学
校
教
育
課　

 

８
９
３

－

１
９
２
２

お知らせ

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
の

更
新
申
請
に
つ
い
て

　

毎
年
９
月
は
乳
幼
児
医
療
費
受

給
者
証
の
更
新
時
期
で
す
。（
０
歳

児
を
除
く
。）

　

現
在
お
持
ち
の
受
給
者
証
は
、

有
効
期
限
が
９
月
末
日
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
更
新
の
手
続
き
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
１
歳
～

就
学
前
ま
で
の
児
童

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

・
児
童
の
健
康
保
険
被
保
険
者
証

・
世
帯
全
員（
児
童
は
除
く
。）の

所
得
課
税
証
明
書
（
平
成
25
年

１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た

方
の
み
）

▼
受
付
期
間
及
び
時
間

　

９
月
２
日（
月
）～
30
日（
月
）

　
　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

※
た
だ
し
、土
、日
、祝
日
を
除
く
。

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

 

８
９
３

－

１
１
１
７

お知らせ

老
人
福
祉
施
設「
嶺
北
荘
と

大
豊
園
」の
民
営
化
に
つ
い
て

　

嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合
（
嶺

北
広
域
）
で
は
、
老
人
福
祉
施
設

「
特
養
嶺
北
荘
（
定
員
50
名
）」

と
「
養
護
大
豊
園
（
定
員
60
名
）

･

特
養
大
豊
園（
定
員
30
名
）」
を
、

嶺
北
地
域
に
お
け
る
高
齢
者
福
祉

の
中
核
施
設
と
し
て
運
営
し
て
き

ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

よ
り
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

や
、
介
護
環
境
の
向
上
に
務
め
て

い
ま
す
。
施
設
の
運
営
は
、
一
般

的
に
介
護
サ
ー
ビ
ス
収
入
な
ど
で

運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ

ろ
で
す
が
、
実
際
は
、
サ
ー
ビ
ス

収
入
な
ど
に
比
べ
両
施
設
の
運
営

経
費
が
多
い
赤
字
経
営
と
な
っ
て

お
り
、
そ
の
補
填
と
し
て
毎
年
支

出
し
て
い
る
町
村
負
担
金
も
増
大

し
、
平
成
22
年
度
で
約
１
億
８
千

万
円
、
平
成
23
年
度
で
は
約
１
億

６
千
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
嶺
北
広
域
構
成
５
町
村

の
財
政
は
、
人
口
減
と
高
齢
化
に

加
え
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
に

よ
り
大
幅
に
悪
化
し
て
お
り
、
負

担
金
の
維
持
が
極
め
て
厳
し
い
状

況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
態

に
対
応
す
る
た
め
嶺
北
広
域
で
は
、

民
間
で
で
き
る
こ
と
は
民
間
で
の

基
本
方
針
の
基
で
、
平
成
24
年
度

に
老
人
福
祉
施
設
民
間
移
譲
の
検

討
を
行
い
ま
し
た
。
検
討
で
は
、

施
設
の
経
営
分
析
を
行
い
、
県
内

で
の
民
営
化
関
係
の
状
況
調
査
や

民
営
化
実
績
な
ど
も
調
査
し
、
嶺

北
地
域
で
の
老
人
福
祉
施
設
の
安

定
的
な
継
続
と
充
実
・
発
展
を
総

合
的
に
検
討
し
た
結
果
、
民
間
活

力
の
導
入
に
よ
る
経
営
改
善
が
最

適
と
判
断
し
て
老
人
福
祉
施
設
民

営
化
の
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
平
成
26
年
度
に

嶺
北
荘
、
次
い
で
平
成
29
年
度
に

は
大
豊
園
を
民
営
化
す
る
計
画
で

作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
民
営
化

と
な
っ
て
も
、
入
所
者
、
利
用
者

の
皆
さ
ん
に
は
、
今
の
ま
ま
で
ご

利
用
い
た
だ
け
る
と
共
に
福
祉

区　分 町村負担金
（千円）

Ｈ19 102,756
Ｈ20 93,904
Ｈ21 121,807
Ｈ22 180,498
Ｈ23 159,923
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サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
こ
と
な
く

維
持
さ
れ
、
安
心
し
て
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
施
設
と
な
る

よ
う
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

関
係
町
村
の
住
民
の
皆
さ
ん
に

は
、
嶺
北
広
域
が
運
営
す
る
老
人

福
祉
施
設
の
民
営
化
に
向
け
た
方

針
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
協
力

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
な
お
、
民
間
移
譲
の

進
捗
状
況
に
つ
い
て
は
、
広
報
な

ど
で
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

嶺
北
広
域
行
政
事
務
組
合

 

０
８
８
７

－

７
６

－

３
１
７
７

お知らせ
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」（
日
本

政
策
金
融
公
庫
）に
つ
い
て

　

高
校
、
大
学
な
ど
へ
の
入
学

時
・
在
学
中
に
か
か
る
費
用
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

▼
ご
融
資
額

　

お
子
さ
ん
１
人
あ
た
り
３
０
０

万
円
以
内

▼
利
率

　

年
２
．５
５
％
（
固
定
金
利
、

　

平
成
25
年
７
月
10
日
現
在
）

※
母
子
家
庭
又
は
世
帯
年
収
２
０

０
万
円（
所
得
１
２
２
万
円
）以
内

の
方
は
、年
２
．１
５
％（
固
定
金
利
、

平
成
25
年
７
月
10
日
現
在
）

▼
返
済
期
間

　

15
年
以
内

※
交
通
遺
児
家
庭
、
母
子
家
庭
又

は
世
帯
年
収
２
０
０
万
円
（
所
得

１
２
２
万
円
）
以
内
の
方
は
18
年

以
内

▼
使
い
道

　

入
学
金
、
授
業
料
、
教
科
書
代
、

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
の
敷
金

･
家
賃
な
ど

▼
返
済
方
法

　

毎
月
元
利
均
等
返
済
（
ボ
ー
ナ

ス
時
増
額
返
済
も
可
能
）

▼
保
証

　

（
公
財
）
教
育
資
金
融
資
保
証

基
金
（
連
帯
保
証
人
に
よ
る
保
証

も
可
能
）

■
問
い
合
わ
せ

　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

 

０
５
７
０

－

０
０
８
６
５
６

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

 

０
３

－

５
３
２
１

－

８
６
５
６

お知らせ

ご
存
じ
で
す
か
？
被
災
建

築
物
応
急
危
険
度
判
定

　

地
震
で
被
災
し
た
建
物
に
つ
い

て
、
余
震
で
倒
壊
す
る
な
ど
の
危

険
性
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
定
し

て
表
示
を
行
う
も
の
で
す
。
国
や

地
方
公
共
団
体
、
建
築
関
係
団
体

な
ど
が
連
携
し
、
被
災
地
域
に
判

定
士
を
派
遣
し
て
行
い
ま
す
。

　

大
き
な
地
震
が
起
き
る
と
建
物

は
少
な
か
ら
ず
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
、

倒
壊
は
免
れ
て
い
て
も
地
震
に
対

す
る
強
さ
が
弱
ま
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
大
き
な
地
震
の

後
に
は
数
回
の
余
震
が
予
想
さ
れ

ま
す
が
、
弱
く
な
っ
た
建
物
は
、

余
震
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
り
部
材

が
落
下
し
た
り
し
て
人
的
被
害
を

起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

被
災
者
が
そ
の
ま
ま
家
に
い
て
い

い
の
か
、
避
難
所
に
避
難
し
た
方

が
い
い
の
か
な
ど
を
判
断
す
る
た

め
に
、
救
命
・
救
急
・
消
防
活
動

と
並
行
し
て
で
き
る
だ
け
速
や
か

に
応
急
危
険
度
判
定
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
地
震
発
生
後
の
建
物
の

判
定
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
も
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
判
定
の
目
的

や
基
準
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

▼
被
災
度
区
分
判
定
　

建
物
の
復
旧
対
策
を
検
討
す
る
目

的
で
応
急
危
険
度
判
定
後
に
建
物

の
被
災
度
を
詳
細
に
判
定
す
る
も

の▼
住
家
被
害
認
定

「
り
災
証
明
書
」
を
発
行
す
る
目

的
で
被
害
程
度
を
認
定
す
る
も
の

　

ま
た
、
建
物
と
同
様
に
、
造
成

さ
れ
た
宅
地
に
対
し
て
も
災
害
時

の
応
急
対
策
と
し
て
危
険
度
を
判

定
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

▼
被
災
宅
地
危
険
度
判
定

　

地
震
や
降
雨
な
ど
に
よ
る
宅
地

災
害
が
広
範
囲
に
発
生
し
た
後
に
、

二
次
災
害
を
防
ぐ
目
的
で
被
害
の

状
況
を
把
握
し
て
宅
地
の
危
険
度

を
判
定
す
る
も
の

※
降
雨
災
害
に
も
対
応
す
る
と
こ

ろ
が
建
物
の
応
急
危
険
度
判
定

と
違
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
判
定
の
た
め
の
調
査
の

際
に
は
ご
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
建
築
指
導
課

 

８
２
３

－

９
８
９
１

お知らせ

屋
外
広
告
物
に
つ
い
て

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

◇
ご
存
知
で
す
か
？
屋
外
広
告
物

に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

　

ポ
ス
タ
ー
や
広
告
塔
な
ど
、
屋

外
で
常
時
又
は
一
定
期
間
継
続
し

て
表
示
さ
れ
る
広
告
物
は
、
情
報

伝
達
の
手
段
と
し
て
だ
け
で
な
く
、

街
に
に
ぎ
わ
い
を
与
え
て
く
れ
ま

す
。
し
か
し
、
無
秩
序
に
表
示
さ

れ
る
と
、
美
し
い
街
並
み
や
自
然

景
観
が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、

落
下
や
飛
散
に
よ
る
危
害
が
予
想

さ
れ
る
た
め
、
県
で
は
、
条
例
に

よ
っ
て
広
告
物
が
出
せ
な
い
地
域

や
、
許
可
が
必
要
と
な
る
地
域
、

広
告
物
の
良
好
な
管
理
な
ど
に
つ

い
て
定
め
て
い
ま
す
。

　

９
月
１
日
か
ら
10
日
ま
で
は

「
屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間
」
で

す
。
こ
の
間
、
屋
外
広
告
物
の

ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
啓
発
活
動
を
行
う
と
と
も
に
、

９
月
10
日（
火
）に
は
、
電
柱
や
信

判定結果は 3 種類のステッカーを建物の出入口などに貼り付けて表示します。
ステッカーはそれぞれＡ３サイズです。

この建物は
使用可能です。

（緑）

この建物に立ち入る場合は
十分に注意してください。

（黄）

この建物に立ち入る
ことは危険です。

（赤）
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ニ
ュ
ー
ス

試
　
　
験

催
し・イ
ベ
ン
ト

講
座・教
室

募
　
　
集

お
　
　
礼

お
知
ら
せ

号
機
、
道
路
標
識
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
な
ど
に
貼
ら
れ
た
「
貼
り
紙
」

「
貼
り
札
」
な
ど
の
、
条
例
に
違

反
し
て
い
る
屋
外
広
告
物
に
対
し

て
県
内
一
斉
に
除
却
作
業
を
行
い

ま
す
。

　

美
し
い
街
並
み
の
た
め
に
は
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
必

要
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

〈
屋
外
広
告
物
の
主
な
ル
ー
ル
〉

① 

広
告
を
出
せ
な
い
地
域

　

（
禁
止
地
域
）
が
あ
り
ま
す
。

　

第
一
種
・
第
二
種
低
層
住
居
専

用
地
域
、
高
速
自
動
車
国
道
、

河
川
区
域
、
都
市
公
園
な
ど
に

は
広
告
が
出
せ
ま
せ
ん
。

② 

広
告
を
出
せ
な
い
物
件

　
（
禁
止
物
件
）が
あ
り
ま
す
。

　

橋
、ト
ン
ネ
ル
、信
号
機
、火
災

報
知
機
、郵
便
ポ
ス
ト
、道
路

標
識
、ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、街
路

樹
な
ど
に
は
掲
出
で
き
ま
せ
ん
。

③ 

許
可
が
必
要
と
な
る
地
域
（
許

可
地
域
）
が
あ
り
ま
す
。

　

都
市
計
画
区
域
、
国
道
及
び
一

部
の
県
道
な
ど
の
両
側
１
０
０

ｍ
以
内
の
区
域
な
ど
で
広
告
を

出
す
と
き
は
、
許
可
が
必
要
で

す
。

④ 

県
内
で
屋
外
広
告
業
を
営
む
場

合
は
、
業
登
録
が
必
要
で
す
。

　

県
内
で
営
業
を
行
う
場
合
は
、

登
録
が
必
要
で
す
。
未
登
録
や
、

違
反
業
者
は
条
例
に
よ
っ
て
罰

せ
ら
れ
ま
す
。

◇
屋
外
広
告
の
広
告
主
及
び
広
告

業
者
の
皆
さ
ん
へ

　

広
告
を
出
さ
れ
る
と
き
は
、
最

寄
り
の
土
木
事
務
所
（
※
高
知
市

内
は
高
知
市
役
所
）
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
県
内

で
屋
外
広
告
物
業
を
営
む
方
は
、

登
録
が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

中
央
西
土
木
事
務
所
維
持
管
理
課

 
８
９
３

－

２
１
１
４

　

高
知
県
都
市
計
画
課
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

　

h
ttp

://w
w

w
.p

ref.koch
i.

lg.jp/soshiki/171701/

お知らせ

高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
人
材

情
報
シ
ス
テ
ム
の
ご
案
内

　

高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
人
材
情

報
シ
ス
テ
ム
は
、
高
知
県
へ
の

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
希
望
者
（
県

外
在
住
既
卒
者
）
と
県
内
求
人
企

業
の
双
方
に
、
求
人
・
求
職
情
報

の
提
供
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
み
が

で
き
ま
す
の
で
、
是
非
ご
登
録
く

だ
さ
い
。
申
込
書
の
郵
送
を
ご
希

望
の
方
は
下
記
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
企
業

　

就
職
等
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
高
知
県
雇
用
労
働
政
策
課
内
）

 

０
１
２
０

－

１
０
３

－
２
４
５

　

※
平
日
９
時
～
16
時

　

高
知
県
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
人
材
情

報
シ
ス
テ
ム
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://ui-turn.pref.kochi.lg.jp

お知らせ

こ
こ
ろ
の
栄
養

足
り
て
い
ま
す
か
？

　

９
月
10
日
～
16
日
は
、「
自
殺
予

防
週
間
」
で
す
。
高
知
県
の
自
殺

死
亡
率
は
、
全
国
第
３
位
で
す
。

（
平
成
24
年
）

　

も
し
、
あ
な
た
や
、
周
り
の
人

が
困
っ
て
い
た
ら
左
記
相
談
窓
口

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
適
切
な

相
談
機
関
の
ご
案
内
も
で
き
ま
す
。

■
相
談
窓
口

　

高
知
い
の
ち
の
電
話　

 
８
２
４

－

６
３
０
０

　

高
知
県
自
殺
予
防
情
報
セ
ン
タ
ー

 

８
２
１

－

４
５
０
６

お知らせ
全
国
一
斉「
高
齢
者
・
障
害
者
の

人
権
あ
ん
し
ん
相
談
」強
化
週
間

　

高
知
地
方
法
務
局
と
高
知
人
権

擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
高
齢
者

や
障
害
者
の
人
権
問
題
解
消
に
向

け
、
次
の
と
お
り
電
話
相
談
の
強

化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。
期
間
中

は
、
土
、
日
曜
日
も
受
け
付
け
し

ま
す
。
ま
た
、
平
日
は
時
間
を
延

長
し
、
19
時
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
日
時　

　

９
月
９
日（
月
）～
13
日（
金
）

　
　

８
時
30
分
～
19
時

　

９
月
14
日（
土
）・
15
日（
日
）

　
　

10
時
～
17
時

▼
開
設
場
所　

　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

▼
電
話
番
号　

 

０
５
７
０

－

０ゼ
ロ
ゼ
ロ
ん
み
ん
な
の
ひ
ゃ
く
と
お
ば
ん

０
３

－

１
１
０

　

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

※
電
話
は
、
お
か
け
に
な
っ
た
場

所
の
最
寄
り
の
法
務
局
に
つ
な
が

り
ま
す
。

▼
取
扱
内
容　

　

介
護
者
か
ら
の
肉
体
的
・
心
理

的
虐
待
あ
る
い
は
家
族
な
ど
に
よ

る
経
済
的
虐
待
、
就
業
差
別
、
暮

ら
し
の
悩
み
ご
と
な
ど
高
齢
者
・

障
害
者
を
め
ぐ
る
人
権
問
題

▼
そ
の
他　

　

相
談
は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

　

高
知
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

 

８
２
２

－

３
５
０
３

◆	人権擁護委員無料相談のご案内	◆

地区 今月の
相談日 相談時間 開　催　場　所

伊野 9月18日㈬ 13：30～16：30 あったかふれあいセンター
（すこやかセンター伊野内）

吾北 9月 2日㈪ 10：00～15：00 山村開発センター

◆	法務局相談窓口・問い合わせ	◆
（祝休日を除く月～金曜日　受付 8：30～17：00）
高知地方法務局いの支局（いの町1290－4）  893－0343

◆	人	権	擁	護	委	員	の	連	絡	先	◆
氏　名 住　　所 電話番号

杉本　寛子  いの町6466－5  892－2513
尾﨑　正敏  　〃　神谷817  893－5452
藤木　栄子  　〃　天王南9丁目12－2  891－6684
伊藤　義孝  　〃　枝川5  892－2408
髙瀨　科子  　〃　波川610－3  892－3635
曽我　定子  　〃　下八川丙644－1  867－3224
山本　周児  　〃　戸中81－5  873－5422
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ス

試
　
　
験

催
し・イ
ベ
ン
ト

講
座・教
室

募
　
　
集

お
　
　
礼

お
知
ら
せ

お知らせ

借
金
で
苦
し
ん
で

い
ま
せ
ん
か
？

　

借
金
の
返
済
で
悩
ん
で
い
る
方

を
対
象
に
、
弁
護
士
や
司
法
書
士

に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
「
こ
こ
ろ
の
健
康
相

談
会
」
も
同
時
に
開
催
し
ま
す
の

で
、
返
済
生
活
を
送
る
中
で
、
心

身
に
不
調
を
抱
え
て
お
ら
れ
る
方

も
、
是
非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
す
る
こ
と
で
、
問
題
解
決
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

・
借
入
れ
や
返
済
に
関
す
る
資
料

が
あ
れ
ば
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
ご
安
心

く
だ
さ
い
。

※
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会
は
面
接

相
談
の
み

■
問
い
合
わ
せ　

　

高
知
県
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

 

８
２
４

－

０
９
９
９

お知らせ
「
全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日

相
談
所
」の
開
設
に
つ
い
て

　

高
知
地
方
法
務
局
で
は
、
土
地
、

建
物
や
会
社
の
登
記
手
続
、
相
続

や
遺
言
な
ど
に
関
す
る
相
談
を
始

め
、
戸
籍
、
供
託
、
人
権
に
関
す

る
相
談
、
土
地
の
境
界
に
関
す
る

相
談
な
ど
、
次
の
と
お
り
１
日
無

料
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

予
約
は
不
要
で
す
の
で
、
是
非

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

10
月
６
日
（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
～
15
時

▼
場
所

　

高
知
地
方
法
務
局
い
の
支
局

▼
相
談
員　

法
務
局
職
員

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
地
方
法
務
局
い
の
支
局

 

８
９
３

－

０
３
４
３

お知らせ

無
料
法
律
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　
高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
で
は
、

10
月
１
日
か
ら
始
ま
る
「
法
の

日
」
週
間
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時　

10
月
３
日
（
木
）

　

（
受
付
）
12
時
30
分
～
15
時

　

（
相
談
）
13
時
～
17
時

▼
場
所　

高
知
共
済
会
館

　

CO
M

M
U

N
ITY  SQ

U
ARE

３
階

▼
共
催
機
関　

　

高
知
弁
護
士
会
、
高
知
地
方
検

察
庁
、
高
知
地
方
法
務
局
、
高

知
地
方
・
家
庭
裁
判
所

■
問
い
合
わ
せ　

　

高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所
事
務

局
総
務
課
庶
務
係

　
　

 

８
２
２

－
０
５
７
６

お知らせ

無
料
調
停
相
談
会
を

開
催
し
ま
す

　

無
料
調
停
相
談
会
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
問
題
を
、
手
軽
に
、
早
く
、

安
く
解
決
す
る
調
停
制
度
を
活
用

す
る
方
法
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ

ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
の
で
、

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

▼
目
的
　
無
料
調
停
相
談
会

⑴
民
事
問
題
…
交
通
事
故
、
金
銭

貸
借
、
土
地･

建
物
、
公
害
な

ど
⑵
家
事
問
題
…
離
婚
、
財
産
分
与
、

子
ど
も
の
親
権
、
扶
養
、
相
続

な
ど

▼
日
時　

９
月
13
日
（
金
）

　
　
　
　
　

9
時
30
分
～
16
時
30
分

▼
場
所　

　

高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー

と
２
階　

小
ホ
ー
ル

▼
相
談
担
当
者　

　

民
事
・
家
事
調
停
委
員
12
名

　
（
弁
護
士
調
停
委
員
３
名
含
む
。）

▼
主
催　

高
知
調
停
協
会
連
合
会
、

高
知
地
区
調
停
協
会

▼
後
援

　

高
知
地
方
・
家
庭
裁
判
所

■
問
い
合
わ
せ　

　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
の

　

９
時 

～
16
時

　

高
知
調
停
協
会
連
合
会
事
務
局

　
（
高
知
家
庭
裁
判
所
内
）

 

８
７
２

－

７
８
８
４

お知らせ

職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

人
事
労
務
管
理
の
個
別
化
や

雇
用
形
態
の
変
化
な
ど
に
伴
い
、

個
々
の
労
働
者
と
事
業
主
と
の
間

で
、
労
働
関
係
に
つ
い
て
の
紛
争

が
増
加
し
て
い
ま
す
。
高
知
労
働

局
で
は
、
こ
う
し
た
個
別
労
働
紛

争
に
対
す
る
援
助
サ
ー
ビ
ス
を
無

料
で
提
供
し
、
解
決
に
向
け
て
の

お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
も
し

も
、
職
場
で
の
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困

り
の
場
合
は
「
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
」
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
労
働
局
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー　

 

８
８
５

－

６
０
２
７

 

０
１
２
０

－

７
８
３

－

７
２
２

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

高
知
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

　
（
高
知
労
働
基
準
監
督
署
内
）

 

８
８
５

－

６
０
１
０

お知らせ

ご
存
知
で
す
か

　
　
　

公
証
制
度

　

10
月
１
日（
火
）か
ら
10
月
７

日（
月
）は
、「
公
証
週
間
」
で
す
。

「
公
証
制
度
」
と
は
、
皆
さ
ん
が

不
動
産
の
売
買
・
金
銭
の
貸
し
借

り
な
ど
の
重
要
な
契
約
を
交
わ
し

た
り
遺
言
を
さ
れ
た
り
す
る
際
、

法
務
大
臣
の
任
命
す
る
「
公
証

人
」
に
依
頼
し
て
、
法
的
に
特
別

の
証
拠
力
が
認
め
ら
れ
て
い
る
文

書
（
公
正
証
書
）
を
作
成
す
る
こ

と
に
よ
り
後
日
の
ト
ラ
ブ
ル
防
止

と
取
引
や
財
産
の
安
全
の
確
保
を

図
る
制
度
で
す
。

　

公
証
週
間
中
は
、
土
曜
日
も
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。

〈
無
料
公
証
相
談
〉

▼
日
時　

10
月
５
日
（
土
）

　
　
　
　
　

10
時
～
12
時 

及
び

　
　
　
　
　

13
時
～
16
時

▼
場
所　

高
知
合
同
公
証
役
場

　

（
電
話
相
談
も
で
き
ま
す
。）

　

高
知
市
本
町
1

－

1

－

3 

　

朝
日
生
命
高
知
本
町
ビ
ル
３
階

　
（
中
央
公
園
西
、
堀
詰
電
停
北
）

■
問
い
合
わ
せ

 

８
２
３

－

８
６
０
１

 

８
２
４

－

８
４
２
７

 

８
７
２

－

４
７
６
４

日　時 会　　場
9月8日㈰

★13:00～16:00
高知県立消費生活センター

（高知市旭町3-115ソーレ2階）
9月9日㈪

★13:00～16:00
高知県立消費生活センター

（高知市旭町3-115ソーレ2階）
9月10日㈫

17:00～20:00
高知市消費生活センター

（高知市本町5-1-45高知市市民生活課内）
9月11日㈬

13:00～16:00
ハローワーク高知

（高知市大津乙2536-6）
9月13日㈮

★17:00～20:00
高知県立消費生活センター

（高知市旭町3-115ソーレ2階）
9月14日㈯

13:00～16:00
高知市消費生活センター

（高知市本町5-1-45高知市市民生活課内）
★印：電話相談も実施します。
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ニ
ュ
ー
ス

催
し・イ
ベ
ン
ト

募
　
　
集

お
　
　
礼

お
知
ら
せ

講
座・教
室

試
　
　
験

お知らせ

保
管
物
件（
通
貨
・
証
券

な
ど
）の
返
還
に
つ
い
て

　

税
関
で
は
、
終
戦
当
時
に
外
地

か
ら
引
き
揚
げ
て
来
ら
れ
た
方
か

ら
お
預
か
り
し
た
次
の
通
貨
・
証

券
な
ど
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

▼
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚
げ

て
来
ら
れ
た
方
が
上
陸
港
の
税
関

に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど

▼
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総
領

事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
な

ど
の
う
ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も

の
　

返
還
の
申
し
出
は
、
ご
本
人
ば

か
り
で
な
く
、
ご
家
族
の
方
で
も

結
構
で
す
。
お
心
あ
た
り
の
あ
る

方
は
税
関
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
税
関
支
署

 

８
３
２

－

６
１
３
１

お知らせ

高
知
家
手
帳（
県
民
手
帳
）

予
約
受
付
中

　

来
年
度
か
ら
県
民
手
帳
の
名
称

が
「
高
知
家
手
帳
」
に
変
わ
り
ま

す
。
た
だ
い
ま
、
２
０
１
４
年
度

版
高
知
家
手
帳
購
入
予
約
申
し
込

み
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
暮
ら

し
や
ビ
ジ
ネ
ス
に
是
非
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

▼
内
容

　

行
政
区
画
図
、
ダ
イ
ア
リ
ー

（
行
事
予
定
表
・
日
記
）、資
料

（
県
内
主
要
統
計
表
・
官
庁
関
係

資
料
・
暮
ら
し
の
各
種
資
料
）、住

所
録
、
東
京
・
大
阪
地
下
鉄
路
線

図
、
他

▼
価
格

・
ポ
ケ
ッ
ト
版
（
９
×

14.5
㎝
）

　
　

５
０
０
円

・
デ
ス
ク
版
（
13
× 

21
㎝
）

　
　

７
５
０
円

▼
そ
の
他

　

手
帳
は
、
11
月
下
旬
に
総
務
課

（
又
は
吾
北
総
合
支
所
産
業
課
・

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課
）
で

代
金
と
引
き
替
え
に
お
渡
し
し
ま

す
。

▼
申
込
締
切
日

　
　

９
月
20
日
（
金
）

▼
申
込
方
法

　

町
で
の
購
入
予
約
申
し
込
み
に

つ
い
て
は
下
記
ま
で
電
話
で
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

 

８
９
３

－

１
１
１
３

　

吾
北
総
合
支
所
産
業
課

 

８
６
７

－

２
３
１
３

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課　

 

８
６
９

－
２
１
１
５

※
な
お
、
県
内
の
ロ
ー
ソ
ン
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
Ｔ
Ｓ
Ｕ

Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ
な
ど
で
も
購
入
で
き

ま
す
。
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

高
知
県
統
計
協
会

 

８
２
３

－

９
３
４
４

試　験

手
話
通
訳
者
全
国

統
一
試
験
の
ご
案
内

▼
試
験
日
時

　

12
月
７
日
（
土
）
９
時
～

▼
試
験
会
場

　

高
知
市
南
部
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
高
知
市
百
石
町
３

－

１

－

30
）

▼
出
願
期
間

　

９
月
１
日
（
日
）
～

　
　
　
　

10
月
11
日
（
金
）

▼
募
集
案
内
配
布
場
所

　

高
知
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー

　

（
高
知
市
越
前
町　

こ
だ
か
さ

更
生
セ
ン
タ
ー
３
階
）

▼
募
集
案
内
配
布
期
間

　

９
月
１
日
（
日
）
～

　
　
　
　

10
月
11
日
（
金
）

▼
受
験
案
内
配
布
方
法

　

上
記
セ
ン
タ
ー
に
来
所
又
は
郵

送
で
受
験
案
内
を
取
り
寄
せ

　

受
験
案
内
を
郵
送
で
取
り
寄
せ

る
場
合
に
は
、「
受
験
案
内
の
請

求
」
と
用
紙
に
記
入
し
、
返
信
用

封
筒
（
長
形
３
号
封
筒
）
に
送
付

先
の
住
所
・
宛
名
を
記
入
の
上
、

「
高
知
県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン

タ
ー　

手
話
通
訳
者
全
国
統
一
試

験
」
係
あ
て
送
付

▼
対
象
者

　

手
話
通
訳
者
養
成
課
程
修
了
者

又
は
同
等
の
知
識
及
び

技
術
を
有
す
る
者

▼
受
験
料

　

無
料

※
高
知
県
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー
が
実

施
す
る
事
前
勉
強
会

に
参
加
す
る
方
は
別

途
受
講
料
が
必
要

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
聴
覚
障
害
者

情
報
セ
ン
タ
ー

 

８
２
３

－

５
９
２
２

〒
780－

0928

　

高
知
市
越
前
町

２

－

４

－

５

講座・教室

９
月
は「
食
生
活
改
善
」と「
健

康
増
進
」の
普
及
月
間
で
す

　

町
で
は
、
食
生
活
を
中
心
と
し

た
健
康
増
進
の
た
め
に
健
康
講
座

「
ト
ク
４
の
会
」
を
行
っ
て
い
ま

す
。
９
月
・
10
月
は
左
の
日
程
で

行
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
大
歓

迎
！
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課　

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

８
９
３

－

３
８
１
１

場　　所 開　催　日 時　　間
～ 食事編 ～　　1日分の食事を記録して持ってきてください。

すこやかセンター伊野
  9月10日（火）

10：00～11：00
10月  6日（日）

清 水 公 民 館   9月12日（木） 10：00～11：00
吾 北 中 央 公 民 館   9月12日（木） 14：00～15：00
下 八 川 公 民 館   9月13日（金） 10：00～11：00
吾北山村開発センター   9月13日（金） 14：00～15：00
～ 血管編 ～　健康診断・人間ドッグの結果や採血の結果を持ってきてください。
すこやかセンター伊野   9月29日（日） 10：00～11：00
～ 骨コツ編 ～　　足で測ります。受付時間にお越しください。
す ぱ ー く 吾 北 10月10日（木）   9：00～10：30
清 水 公 民 館 13：30～15：00



12
広報いの　9月号

ニ
ュ
ー
ス

試
　
　
験

募
　
　
集

お
　
　
礼

お
知
ら
せ

催
し・イ
ベ
ン
ト

講
座・教
室

講座・教室
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

予
防
」公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

　

肥
満
、
特
に
内
臓
に
脂
肪
が
蓄

積
し
た
状
態
は
、
様
々
な
生
活
習

慣
病
を
引
き
起
こ
す
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
し
て
動
脈
硬
化
の
最

大
の
リ
ス
ク
で
す
。
内
臓
脂
肪
は
、

生
活
習
慣
を
少
し
改
善
す
る
だ
け

で
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な

ら
な
い
た
め
に
も
生
活
習
慣
に
対

す
る
正
し
い
知
識
と
理
解
が
必
要

で
す
。

　

そ
こ
で
、
今
回
左
記
の
日
程
で

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

9
月
22
日
（
日
）

　
　

8
時
30
分
～
13
時
30
分 

▼
場
所　

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野　

　
　

大
会
議
室

▼
内
容
／
講
師

１
．
腹
囲
、
血
糖
、
血
圧
測
定

２
．
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
っ
て
何
？

　

お
な
か
の
脂
肪
が
真
犯
人

内
科
医
長　

竹
原　

紀
秀

３
．
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
っ
て
？

管
理
栄
養
士　

新
谷　

美
智

（
昼
食
に
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
料
理
を

食
べ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

４
．
簡
単
筋
肉
運
動
で
メ
タ
ボ
を

解
消理

学
療
法
士　

藤
本　

雄
治

▼
参
加
料　

　

５
０
０
円
（
材
料
費
代
）

▼
主
催　

　

仁
淀
病
院
健
康
い
き
い
き
教
室

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

仁
淀
病
院
総
務
係　

 

８
９
３

－

１
５
５
１

講座・教室

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

（
前
期
課
程
）に
つ
い
て

　

聴
覚
障
害
者
に
文
字
で
情
報
を

伝
え
る
要
約
筆
記
者
の
養
成
講
座

で
す
。今
年
は
、前
期
課
程（
手
書

き
・
パ
ソ
コ
ン
）全
17
回
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。（
前
期
課
程
を
修
了

し
た
方
を
対
象
に
、翌
年
後
期
課
程

の
講
座
を
行
い
ま
す
。）

▼
対
象
者

　

前
期
・
後
期
の
講
座
を
終
了
後
、

要
約
筆
記
者
と
し
て
継
続
し
て
活

動
で
き
る
18
歳
以
上
の
方

▼
開
催
期
間

　

10
月
５
日
～平

成
26
年
２
月
中
旬

　

毎
週
土
曜
日　

９
時
～
12
時

▼
場
所

　

高
知
市
障
害
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
高
知
市
旭
町
３
丁
目
21

－

６
）

▼
定
員

・
手
書
き
要
約
筆
記
者 

15
名

・
パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
者 

15
名

▼
受
講
料

　

無
料
（
た
だ
し
テ
キ
ス
ト
代
な

ど
の
実
費
が
必
要
）

▼
申
込
期
間

　

９
月
１
日
（
日
）
～

　
　
　
　

９
月
28
日
（
土
）

▼
申
込
方
法

　

左
記
の
申
込
先
ま
で
電
話
又
は

Ｆ
Ａ
Ｘ（
住
所
、氏
名
、電
話
番
号

を
記
載
）で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

要
約

筆
記
高
知
・
や
ま
も
も

　

養
成
講
座
担
当　

廣
田

 

＆ 
 

８
４
２

－

２
５
１
９

講座・教室
「
い
や
っ
し
～
土
佐
」

教
室
の
ご
案
内

　

い
や
っ
し
～
土
佐
で
は
、
健
康

に
関
す
る
様
々
な
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
健
康
づ
く
り
や
仲
間

づ
く
り
に
、
教
室
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
？

◇
対
象
者

　

医
師
な
ど
か
ら
運
動
の
中
止
又

は
制
限
を
受
け
て
い
な
い
18
歳
以

上
の
方

◇
申
込
方
法

　

各
教
室
、
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
「
い
や
っ
し
～
土

佐
」
の
受
付
に
受
講
料
金
と
一
緒

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
大
人
の
水
泳
教
室
】（
１
時
間
）

▼
定
員　

30
名

▼
開
催
期
間　

　

10
月
１
日
～
11
月
26
日

　

（
毎
週
火
曜
日
／
全
７
回
）

※
10
月
15
日（
火
）、
11
月
５
日

（
火
）は
、
開
催
し
ま
せ
ん
。

▼
実
施
時
間　

10
時
30
分
～

※
15
分
前
か
ら
受
付
開
始
で
す
。

▼
講
師　

西
原　

香
理
氏

　
　
　
　

久
保　
　

睦
氏

　
　
　
　

（
水
泳
指
導
員
）

▼
参
加
料　

４
，
９
０
０
円

【Let's

水
中
運
動
教
室
】 （
１
時
間
）

○
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

▼
定
員　

35
名

▼
開
催
期
間　

　

10
月
２
日
～
12
月
25
日

　

（
毎
週
水
曜
日
／
全
13 

回
）

▼
実
施
時
間　

10
時
30
分
～

※
15
分
前
か
ら
受
付
開
始
で
す
。

▼
講
師　

池
澤 

康
輔
氏

　

 

（
健
康
運
動
指
導
士
）

▼
参
加
料　

５
，
２
０
０
円

○
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
コ
ー
ス

▼
定
員　

35
名

▼
開
催
期
間　

　

10
月
３
日
～
12
月
26
日

　

（
毎
週
木
曜
日
／
全
13 

回
）

▼
実
施
時
間　

10
時
30
分
～

※
15
分
前
か
ら
受
付
開
始
で
す
。

▼
講
師　

藤
澤　

佳
伸
氏

（
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

▼
参
加
料　

５
，
２
０
０
円

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

い
や
っ
し
～
土
佐

 

８
５
２

－

７
６
１
８

催し・イベント
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
開
催
記
念

柳
本
晶
一
氏
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

10
月
に
行
わ
れ
る
第
26
回
全
国

健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

よ
さ
こ
い
高
知
２
０
１
３
）
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
の
開

催
を
記
念
し
て
、
元
全
日
本
女
子

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
監
督
の
柳

本
晶
一
氏
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
講
師

　

柳
本　

晶
一
氏

　

（
元
全
日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
チ
ー
ム
監
督
）

▼
テ
ー
マ

　

「
人
生
負
け
勝
ち（
仮
）」

▼
日
時

　

10
月
27
日
（
日
）

　
　

14
時
～
15
時
30
分

（
13
時
30
分
開
場
）

▼
場
所

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野

　
　

大
会
議
室



実施期間：9月21日（土）～9月30日（月）　＊期間中の9月30日（月）は『交通事故死ゼロを目指す日』
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ニ
ュ
ー
ス

試
　
　
験

催
し・イ
ベ
ン
ト

講
座・教
室

お
　
　
礼

お
知
ら
せ

募
　
　
集

お
　
　
礼

いの警察署からのお知らせ 	いの警察署　 	893ー1234

秋の全国交通安全運動

国際テロの未然防止に向け、県民の皆さんのご理解とご協力を！

警察の　相談ダイヤル　＃9110

【運動の基本】子どもと高齢者の交通事故防止

【重点目標】
　①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の

交通事故防止（特に、反射材用品などの着
用の推進及び自転車前照灯の点灯の徹底）

　②全ての座席のシートベルトとチャイルド
シートの正しい着用の徹底

　③飲酒運転の根絶

～国際テロの脅威～
　我が国はイスラム過激派から、テロの標的の一つ
として名指しされています。
　現に国内にはイスラム過激派がテロの対象として
いる米国関係施設などが多数存在し、これらを狙っ
たテロの発生が懸念されています。
～国際テロの未然防止対策～

　テロを未然に防止するためには
　　　○　テロリストを入国させない
　　　○　テロリストの拠点を作らせない
　　　○　テロを起こさせない

ことが大切です。
　そのために、警察ではたくさんの人が利用する施
設や公共交通機関に対する警戒活動、外国船が入
港する港での密入国防止対策などを行っています。
～県民の皆さんのご理解とご協力を～

　テロを未然に防止するためには、幅広い情報の収
集が必要です。
　県民の皆さんが日ごろの生活の中で、不審人物や
不審物などを見かけた場合には、躊躇することなく
できるだけ早く警察に通報してください。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

　9月11日（水）は「警察相談の日」です。
警察では、「犯罪などによる被害の未然防止に関
する相談」、「その他国民の安全と平穏に関する相
談」に応じています。
　事件・事故などの緊急の場合は「110番」へ、警

察への相談は警察相談専用電話「＃9110番」又は
いの警察署  893－1234におかけください。
※ダイヤル回線、一部のＩＰ電話では＃9110はご利

用できませんので、総合相談直通電話番号
（  823－9110）をご利用ください。

▼
入
場
料

　

無
料（
た
だ
し
、入
場
整
理
券
が

必
要
と
な
り
ま
す
。）

▼
入
場
整
理
券
配
布
方
法

　

９
月
20
日
（
金
）
９
時
か
ら
、

ほ
け
ん
福
祉
課
（
す
こ
や
か
セ
ン

タ
ー
伊
野
内
）
で
配
布
し
ま
す
。

配
布
は
お
一
人
様
3
枚
ま
で
と
し
、

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

※
土
、
日
、
祝
日
の
配
布
は
な
し
。

▼
定
員　

３
５
０
名

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　
（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

 

８
９
３

－

３
８
１
８

募　集

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
の
お
知
ら
せ

　

先
の
大
戦
で
父
な
ど
を
亡
く
し

た
戦
没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、

父
な
ど
の
戦
没
し
た
旧
戦
域
を
訪

れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も
に
、

同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
戦
没
者
遺

児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
の

参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
参
加
料　

９
０
，
０
０
０
円

▼
申
込　

　
（
財
）
高
知
県
遺
族
会
事
務
局

 

８
８
４

－

８
７
０
０

■
問
い
合
わ
せ

　
（
財
）
日
本
遺
族
会
事
務
局

　

 

０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

お   

礼

　

加
茂
山
に
親
し
む
会
様
よ
り
、

加
茂
山
で
採
れ
た
梅
を
使
っ
た
梅

干
し
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、
町

内
の
福
祉
施
設
に
配
布
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

ほ
け
ん
福
祉
課

　

梅
雨
明
け
直
前
の
７
月
７
日
、

早
朝
よ
り
天
理
教
伊
野
大
教
会
の

方
々
に
、
仁
淀
川
桜
堤
の
草
刈

り
・
清
掃
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
当
日
は
、
蒸
し
暑
い
中
多
く

の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
こ
と
を
、
紙
上
を
も
ち
ま
し

て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。建設

課

後退中の交通事故多発！
　いの署管内では、スーパーなどの駐車場で、
高齢ドライバーによる後退中の交通事故が多発しています。
　特に、駐車場から出る時、後退中に他の車両に接触する事故が
ほとんどです。駐車する際には、前進から出られるよう駐車する
習慣をつけましょう。
　また、後退する場合は、ミラーだけでは見えない部分があるの
で、見えない部分は直接目で見て確認し、見落としがないよう気
を付けてください。歩行者や自転車の方も、後退しようとしてい
る車には近づかないようにしましょう。

後方の
安全確認
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仁淀病院からのお知らせ
介護老人保健施設仁淀清流苑における

口腔ケアの取組について

　介護老人保健施設は個人の状態に沿った適切なケアの提供により、その人らしく生活できることや、個別リハビ
リ、生活リハビリによる機能維持、向上を目指しています。
　日常生活を行う上で、食べるという行動は、命をつなぐ重要な生活動作になりますが、高齢になると共に嚥

えん

下
げ

機
能（食べ物を飲み下す働き）の低下がみられる方もいます。食事をおいしく、安全に食べるためには、口腔機能の
維持が必要であり、そのために口腔ケアは大変重要なケアの一つです。食後、歯ブラシで歯を磨く、入れ歯を洗う、
口をゆすぐといった基本的な介助は当然のことですが、個々により、口腔環境も変わり、一人ひとりの口腔状態に
沿ったケアも行うことが必要です。清流苑でも口腔ケアに力を入れていますが、取組の一つにＳＴＴ（摂食嚥下療
法チーム）による回診があります。メンバーは歯科医師、看護師、栄養士、言語療法士、歯科衛生士、介護職員で構
成され、週に一度、ご利用者の口腔状態をチェックし、評価します。そして、歯科医師が、ケアの方法、使用する物
品、留意点など、職員に指導します。例えば、著しく嚥下がしに
くい方には、食事前のアイスマッサージの施行や、唾液の貯留
がある方には、食前にスポンジブラシで唾液の除去、歯が並び
残っている方には歯間ブラシの使用などの指示があります。
職員はその指示に沿ってケアの方法を見直し実践しています。
歯科医師からは口腔内の環境が改善されるケースが見られて
いるという評価を受けています。口腔ケアを適切に行うことは
肺炎や誤嚥の予防につながり、健康を維持するためにも重要
なことです。
　これからも個々の口腔環境に添った丁寧な口腔ケアに取り
組んでいきたいと思います。

支援相談員　中山　雅子

休日に特定健診・乳がん
検診を受診できます
内　容 対　　象 実施日 時間・場所 自己負担額 申込先

特 定 健 診
40歳～74歳の方で有効
期限内の特定健診受診
券がお手元にある方

9／29（日）

8：30～12：00
仁淀病院

（いの町1369）

保険の種類によって異な
ります。詳しくは、ご加入の
医療保険者又はお勤め先
にお問い合わせください。
※いの町国保の方は無料

仁淀病院 893-1551
月～金曜日

8：30～17：00
※実施日の3日前まで
にお申し込みください。

10／27（日）

11／17（日）

乳がん検診

昭和49年4月1日以前に
生まれた方で、職場検診
など機会がなく、いの町
に住民登録のある女性

9／22（日）
59歳以下の方　850円
60歳以上の方 3,852円

ほけん福祉課
893-3811

月～金曜日
8：30～17：1510／20（日）

平日、ご家庭やお仕事の都合で健診を受診できない方はいらっしゃいませんか。
仁淀病院では次のとおり休日に受診することができます。是非ご利用ください。

　7 月１日、東京慈恵会医科大学附属病院より弘中一平医師が外科医員に
就任しました。
　弘中一平医師は消化器外科が専門で、当院では内視鏡検査を主に行って
います。

新 医任 師 紹の 介
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いの町史編さん室だより（No.13）いの町史編さん室だより（No.13）
　まだまだ暑い日々が続きますがいかがお過ごしでしょうか？　広報７月号に、いの町史「未来へのメッセー
ジ」の応募用紙を折り込んでいましたが応募いただけましたでしょうか？　平成26年９月発行予定の「いの町
史」に「みらい編」を設け、町民の皆さん及び町出身者からの「未来へのメッセージ」を募集しています。寄
せられたメッセージはお名前と共に半永久的に町史に残ります。締切日は９月30日（月）必着です。ふるって
応募ください。なお応募用紙が必要な方は社会教育課（  ８９３－２０１２）まで連絡ください。
　それでは、今月のちょっと懐かしい話をどうぞ。

ちょっと昔の話 編さん委員　高橋　建依　「学校のシンボル」

問い合わせ・連絡先 社会教育課　町史編さん室（内線31）
 893－ 2012	　		  893－ 2013

　どの学校にも、その校庭や地域に子ども・保護者・先生・地域の人が慣れ親しんできた、言わば、学校のシンボルとも言うべきもの
があるのではないかと思います。
　例えば、校庭の片隅に植えられている大きな樹木など…。古くから、学校ができて以来ずっと、何も言わないけれど、その下で子ども
たちが遊び、運動をしているのを見守ってきたことと思います。夏の暑い盛りには、自然と多くの人々が集まり、しばし汗が乾くのを待
ちながら語り合ったことでしょう。いったい何人の子どもたちの成長を見守り続けてきたのでしょう。
　旧上八川小学校と神谷小中学校の校庭には、見事な白花センダンの木があります。一般的にセンダンの花は藤色で、これも美しい
のですが、白花の持つ涼しさは別格です。初夏に咲き、その下を日傘をさして通る人の姿は暑さの中にも一服の清涼さを感じさせてく
れるのです。
 

　伊野小学校の校庭には、２つの大きな藤棚があります。校舎に近い方の藤は、なんと、明治初期、伊野小学校が創設されたころから
あるものです。その南にあるもう１つのものは古い藤を移植して育てた、言わばその子どもといったものです。両方とも５月ごろには満
開の藤の花を咲かせてくれます。毎年の愛校作業では、四方に伸びた枝を刈り取るのに一苦労だそうです。
　シャクジョウカタシと呼ばれるヤブツバキの大木は、旧上東小学校のすぐ近くにあり、長年に
渡って児童のみならず地域の人々の心の支えとなってきたことでしょう。学校休校後も、毎春、
町内外から多くの人々がこの樹の下に集まって、「タカシの花祭り」としてスティールパンの演奏
などと共にその美しさを楽しんでいます。
　本川地区では、本川中学校の玄関付近に２本の桜の木があり、高地の寒い冬を越し、毎年５
月ごろに満開になるそうです。長沢小学校の運動場の片隅にも桜の木があり、新年度に慣れた
ころに子どもたちが元気よく活動する様子を見守っているのです。
　樹木の他にも、こういった存在がどの学校にも必ずや校内や学校付近にあることでしょう。
これらは、単に一つの「もの」というより、学校と地域の人々の心の中に生き続け、お互いに心
と心を結びつけていることでしょう。いつでも、どこにいても心の中に甦ってくる心のよりどこ
ろみたいなものだと思われます。大きく言えば、こういったことも教育の一環だと言えるのかも
しれません。

院長　森 木  光 司
吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科
外　科
小児科
循環器内科
消化器内科
リハビリテーション科
人工透析

旧上八川小学校の白花センダン 神谷小中学校の白花センダン（左）とセンダン 伊野小学校の藤棚

長沢小学校の桜

いろんな情報
をお待ちして
います。
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仏壇・仏具・神棚・神具

いの町新町15（高知銀行斜め前）

tel ０８８－８９３－０１２２
営業時間

午前9時～午後6時半

おおくら仏具店
京型台付15号
京型胴長18号
京型別台18号

￥288,000
￥386,000
￥525,000

台付18号
台付20号
先祖宮

￥280,000
￥366,000
￥10,500

より

上置仏壇 仏具付

家具調ミニ
紫檀調14号
竹・黒檀20号
楡23号

￥22,000
￥30,000
￥168,000
￥248,000

売出期間

【 9月14日～ 9月23日】

紫檀調14号
家具調16号
楡18号
本欅20号

￥163,000
￥255,000
￥388,000
￥630,000

台付仏壇 仏具付 金仏壇 神徒壇

この他にもたくさんございます
ぜひ一度ご来店ください

秋のお彼岸セールお彼岸セール

南っ子ミュニティでは学校と連携して「避難経路」を作り、「伊野南花公園」を整備。あるときは地域の
皆さんが学校を、あるときは学校が地域を応援し合いながら、学校を核としての活動を推進しています。
地域、学校がWIN＆WINの楽しい活気のある町づくりを目指しています。

伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して�
◎「奥田川親水公園」桜の里親の会
　７月 21 日に伊野南小学校及び奥田川親水公園にて第１回の「桜の里親の会」を行いました。「ハッピー四国
プロジェクト」により植えられた 38 本の桜の木すべての里親とそれぞれの桜のプロフィールが読み上げられ、
ネームプレートが手渡されました。
　参加者の手でプレートが取り付けられた後、木の周囲と公園の草取りを行いました。

◎「放課後体験教室」
　伊野南小学校の空き教室では、地域の活性化を目指し、放課後などに地域の方と子どもたち、そして異年齢
の子どもたち同士との交流の場として「放課後体験教室」を開設しています。講師の方々も、町内の方ばかり
です。子どもたちと地域の方々との触れ合いもとても微笑ましいです。参加者も徐々に増えつつありますが、
大人の方の参加が少ないので、是非一度ご参加ください。見学も大歓迎です。

●９月の体験教室（予定）　　　参加費　無料　（フラワーアレンジメントは要材料費）
月／日 曜日 時　　間 教　　　室 講　師 場　　所

９月　８日 日 9：30 ～ 12：00 フラワーアレンジメント 岡本　雅子 中舎・家庭科室

９月　９日 月 15：30 ～ 16：30 三味線 田村　花枝 中舎・和室

９月１１日 水 15：00 ～ 16：15 ヨガ 味元季代恵 北舎コミュニティＲ

９月１８日 水 15：00 ～ 16：30 折り紙 吉良　　文 北舎・図工室
■ 問い合わせ　伊野南小学校　  892－1121　担当　大嶋、大西
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　このコーナーでは、各園・学校の取組や様子をお知らせし、地域の学校としての情報発信をして
います。地域の皆さんには、様々な取組にご理解とご協力をいただいておりますが、今後とも地域
ぐるみで子どもの健全育成に関わってくださいますよう、よろしくお願いします。

　就学前教育支援事業（アクションプラン）で、地域の方（川村晴幸
さん）にお世話になって、泥んこ遊びや田植えの体験をすることがで
きました。田んぼに入るのが初めての園児や職員がほとんどで、最初
は恐る恐る入っていましたが、慣れてくると、オタマジャクシを捕った
り泥の感触を味わったりすることができました。

　川村さんが苗を植えやすい
ようにと、ロープに印を付け
てくださったので、園児でも
何とかまっすぐに植えること
ができました。収穫がとって
も楽しみです。

吾 北 幼 稚 園 田植えの体験をしたよ

合同夕涼み会楽しかったね！
　吾北幼稚園と吾北保育園が、７月６日に初めての合同夕涼み会を開催しました。保護者と職員が「子ども
たちに楽しい経験をしてほしい！」という思いから始まり、幼稚園のＰＴＡと保育園の保護者会とが夕涼み
会に向けての計画の会をもち、仕入れから準備まで、試行錯誤しながら進めました。子どもたちの可愛い歌
やダンスの後に、保護者もウサギのお面を付けて、昨年度好評だった「うさピョン音頭」を今年度も踊りま
した。
　食事タイムでは夜店の美味しい焼きそばをいただきました。お楽しみコーナーでは、輪投げ・アイス・おも
ちゃすくいなどをして楽しみ、暗くなったら花火を見て歓声もあがりました。昨年度よりも大人数で１歳児か
ら小学生、中学生、大人までもが笑顔満載で本当に楽しめたひと時でした。
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いの町新町20－1
TEL （088）893－5161

院長　山　岡　昭　宏

伊 野 小 学 校
　７月２日の３時間目、全校平和集会を行いました。「戦争の恐ろ
しさを学び、折鶴を折ることを通して、平和への願いを高める」こ
とをねらいとした集会です。
　当日までに各学級が折鶴を作りました。下級生には上級生が教
え、全校で約９００羽の折鶴が折りあがり、６年生有志がその１羽
１羽に糸を通してくれました。

　全員で歌った「おりづる」、とても意味のある、そして美しい曲です。
気持ちのよいしっかりとした歌声が体育館に響きました。
　そして、今年の平和集会には、平和資料館「草の家」館長、岡村正弘さ
んご夫妻に来ていただき、高知空襲の体験を語っていただきました。
　昭和20年、岡村さんが当時８歳の7月３日の深夜から４日の未明にか
けての体験です。話の中に出てくる赤紙、防空頭巾、千人針、入営旗、鉄

兜、背のう、焼夷弾のレプリカなどを見せながら、紙芝居を基に分かりやすく語りかけてくださいました。高
知市が火の海になったこと、鏡川に逃げてきた時の様子、大切な家族を防空壕で亡くした悲しいできごとな
ど、語り部の30分があっという間に過ぎました。
　子どもたちはもちろんですが、私たち教師もすでに戦争を知らない世代
です。それそれの立場で学び、平和とは何かを感じ、考えさせられた貴重
な時間となりました。
　それぞれの学級に帰った子どもたちは、静かに感想を書いていました。

　こんな積み重ねを大事にしていくことで、揺るぎない「反戦・
平和」の意識は確立されていくものだと思います。

　戦争はとってもこわく、高知で起きたのを知りました。亡くなった人は、そんな戦争で死にたくなかった
と思います。だから、平和に暮らしていきたいと思いました。まだ戦争をやっている国があるので、平和に
なってほしい。平和な社会をつくるために、自分にできること。ケンカ・暴力・悪口を言ったりしません。
友だちと仲良くしたいです。みんなに優しく、相手の立場になって考えたいです。 （５年生　女児）
　ぼくは、せんそうのかみしばいをみて、かなしかったです。ぼくは、せんそうはこんなにこわかったんだ
なあとおもいました。 （１年生　男児）
　せんそうで、おおくのひとがしんでかなしかったです。かみしばいで、「あかがみ」がちょっとこわかった
です。ばくだんがこわかったです。 （１年生　男児）
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神 谷 小 中 学 校

　６月26日から７月４日までの期間、中学生の期末テストに合わせて、小学生も家庭学習強化週間「きらり
んウィーク」に取り組みました。この期間は、ゲームをしない日「ノーゲームＤＡＹ」を決めたり、自分で課題
を考えて家庭学習に取り組んだり、定期テストに取り組む中学生に負けないよう家庭学習を頑張りました。
　また、７月８日には、この期間に作成した学習ノートを体育館に並べ、全校児童生徒でお互いのノートを見
合って学習する「ノート見本市」も開きました。
　小学生は、びっしりと中身の詰まった中学生のノートに、とても驚いていましたが、これからの学習にいか
そうと、一生懸命ノートを覗き込んでいました。
　また、中学生も、お互いに工夫をしているところを比較することで、自分の学習方法を見直す良い機会と
なったと思います。「ノート見本市」の後は、全校の児童生徒に、中学校の教員から各教科の学習についての
アドバイスを行いました。この取組は二学期以降も継続して実施し、ノートの使い方や、家庭学習の仕方に
ついて更に学習を深めて行く予定です。

　本校では、神谷保育園と小中学校が合同で運動会と文化祭を実施しています。その他にも、様々な交流活
動に取り組んでいますが、７月には、園児と中学生の合同水泳教室を実施しました。大きなお兄ちゃんお姉
ちゃんに囲まれて、初めは少し緊張ぎみだった園児も、一緒に泳いだり遊んだりしていくうちにだんだんと
笑顔になり、中学生の背中に乗ってトカゲ競争をした時には、園児たちの無邪気な笑顔がプールいっぱいに
弾けていました。大プールに移動して、足が底につかなくなると、園児たちは少し不安がっていましたが、そ
こで頼りになるのが中学生。しっかり背中にしょってスイスイ進んで
いきます。園児たちは恐竜に乗っているかのように「いけいけー！」
という楽しそうな声をあげて喜んでいました。
　神谷小中学校は、小中一貫教育校としての特色ある学校づくり
や、地域、保育園との交流をこれからも一層大切にしていきたいと考
えています。

＜家庭学習強化週間「きらりんウィーク」を実施しました＞

＜保育園児と中学生が一緒に合同水泳を行いました＞
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友
草　

水
月 

選

「
当
季
雑
詠
」

三
伏
の
医
者
な
き
村
に
老
い
て
き
し松

尾
満
津
於

（
評
）三
伏
と
は
陰
陽
五
行
説
で
夏
至
の
後
第

3
庚か

の
え

の
日
を
初
伏
、第
4
の
庚か

の
え

の
日
を
中
伏
、

立
秋
後
の
第
1
の
庚か

の
え

の
日
を
末
伏
と
し
合
わ
せ

て
三
伏
と
言
い
、酷
暑
が
続
く
こ
ろ
の
こ
と
か

ら
時
候
の
挨
拶
に
す
る
と
あ
る
。気
象
的
に
は

北
の
高
気
圧
が
弱
く
南
の
高
気
圧
が
強
く
日

本
列
島
を
覆
う
た
め
に
気
温
の
高
い
日
が
続
く
。

掲
句
は
無
医
村
に
生
ま
れ
怪
我
や
病
気
の
不

安
の
中
で
酷
暑
と
戦
い
な
が
ら
年
を
重
ね
て
き

た
と
の
感
懐
で
あ
る
。今
年
は
7
月
に
入
っ
て

真
夏
日
が
続
き
、全
国
で
は
毎
日
何
百
人
も
の

熱
中
症
患
者
が
出
た
。高
齢
者
に
は
厳
し
い
夏

で
あ
っ
た
。掲
句
は
流さ

す

石が

年
季
の
入
っ
た
句
、三

伏
と
言
う
季
語
と
の
取
り
合
わ
せ
が
妙
。

○ 

三
伏
の
寺
一
白
の
遍
路
の
衣

高
橋　

柿
花（
高
知
）

　

包
丁
を
研
い
で
光
ら
す
だ
け
の
夏片

岡　

包
女

（
評
）最
近
は
家
に
包
丁
が
な
い
所
が
あ
る
と
聞

く
。今
は
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
は
パ
ッ
ク
入
り
の
惣

菜
が
並
び
こ
れ
を
買
え
ば
家
で
料
理
を
す
る
必

要
が
な
く
、し
た
が
っ
て
包
丁
は
不
要
と
な
る
。

掲
句
は
90
歳
を
越
え
た
高
齢
の
一
人
暮
し
の
方

で
あ
る
。パ
ッ
ク
入
り
の
惣
菜
で
済
ま
す
の
が
多

く
な
っ
て
包
丁
を
使
う
こ
と
が
少
な
く
な
っ
た

が
昔
か
ら
の
習
慣
か
包
丁
は
錆
び
な
い
よ
う
に

研
い
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

古
来
刀
は
侍
の
魂
、包
丁
は
板
場
の
命
と
し
て

大
切
に
さ
れ
て
き
た
。年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
句

で
あ
る
。包
女
さ
ん
は
高
新
の
俳
句
に
度
々
入
選

さ
れ
誰
も
が
認
め
る
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。

○ 

算
術
の
少
年
し
の
び
泣
け
り
夏

東
西　

三
鬼

遠
き
日
の
学
生
鞄
黴か
び

匂
う

井
上　

郁
子

（
評
）梅
雨
の
こ
ろ
は
湿
気
、温
度
が
黴
の
繁
殖

に
好
適
な
条
件
と
な
り
家
中
が
黴
だ
ら
け
に

な
る
。特
に
奥
の
間
や
靴
箱
な
ど
は
ひ
ど
い
。掲

句
は
か
つ
て
の
学
生
時
代
に
毎
日
愛
用
し
て
い

た
学
生
鞄
に
黴
が
い
っ
ぱ
い
生
え
て
黴
の
匂
い

が
鼻
を
つ
く
こ
と
を
詠
っ
て
い
る
。黴
の
好
き
な

人
は
い
な
い
と
思
う
が
黴
を
決
し
て
憎
ん
で
い

る
の
で
は
な
い
。黴
の
鞄
を
通
し
て
昔
の
学
生

時
代
を
懐
か
し
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　

あ
る
人
は
自
然
と
対
決
す
る
の
で
な
く
自
然

と
共
存
し
よ
う
と
す
る
の
は
日
本
人
の
特
性
で

あ
る
と
言
っ
て
い
る
。

○ 

黴
の
香
も
物
な
つ
か
し
き
仏
間
か
な

青
木　

月
斗

戦
争
の
二
文
字
消
ゆ
る
を
祈
る
夏濵

田
美
智
子

（
評
）昭
和
20
年
8
月
15
日
、日
本
は
連
合
軍
に

無
条
件
降
伏
を
し
た
。そ
の
終
戦
日（
敗
戦
忌
）

が
き
た
。昭
和
12
年
7
月
に
始
ま
っ
た
戦
争
は

世
界
に
広
が
り
世
界
第
二
次
大
戦
と
な
っ
た
。

昭
和
20
年
8
月
6
日
に
広
島
市
、9
日
に
長
崎

市
に
世
界
で
初
め
て
原
子
爆
弾
が
米
軍
に
よ
っ

て
投
下
さ
れ
一
瞬
に
十
数
万
人
が
死
傷
し
た
。そ

れ
ま
で
に
京
都
市
、奈
良
市
を
除
く
国
内
の
ほ

と
ん
ど
の
市
街
は
空
襲
に
よ
っ
て
灰
じ
ん
に
帰

し
た
。こ
の
戦
争
に
よ
っ
て
日
本
人
だ
け
で
も
、

兵
隊
、一
般
国
民
三
百
万
人
余
の
人
命
と
多
く

の
財
産
が
失
わ
れ
た
の
で
あ
る
。掲
句
は
も
う
二

度
と
戦
争
は
し
て
は
な
ら
な
い
と
詠
っ
て
い
る
。

　

戦
争
と
い
う
二
字
を
消
し
て
し
ま
っ
て
戦
争

を
し
な
い
平
和
な
国
で
あ
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
る
。

○
夫
婦
老
い
泪
見
せ
合
ふ
終
戦
日

殿
村
菟
絲
子

　　二
句
抄

上
向
き
し
蛇
口
の
水
や
終
戦
忌

夏
川
の
底
ま
で
届
く
天そ

ら

の
青	

間　
　

浩
太

採
れ
た
て
の
良
さ
が
余
生
の
夏
料
理

大
家
族
の
頃
も
あ
り
し
や
夏
座
敷	

竹
崎　

光
子

花
石
榴
窓
越
し
燃
ゆ
る
六
弁
花

南
天
の
花
の
白
さ
に
老
い
の
身	

森
岡　

照
月

合
わ
す
手
の
中
の
蛍
火
誰た

が
御み

霊た
ま

濃
紫
陽
花
音
な
く
ぬ
れ
し
山
家
か
な 

大
川　

節
弥

子
に
語
る
昔
む
か
し
の
涼
台

雷
へ
夫
婦
喧
嘩
も
ひ
と
や
す
み 

竹
崎
た
か
ひ
ろ

冷
奴
黙
し
て
二
人
昼
飼
と
る

虫
干
し
や
祖
父
の
筆
跡
な
ぞ
り
も
し 

川
村　

博
子

動
か
ざ
る
青
の
中
か
ら
青
蛙

夕
立
雲
二
の
足
を
踏
む
散
歩
前 

岡
村　

嘉
夫

目
礼
に
名
前
出
て
こ
ぬ
夏
帽
子

緑
蔭
や
紅
ひ
き
な
お
す
寂
光
院 

伊
藤　

萩
甫

隠
し
た
き
白
髪
で
あ
り
ぬ
夏
帽
子

も
ぎ
た
て
の
胡
瓜
の
刺
の
ふ
と
愛
し 

津
田　

久
美

入
梅
や
母
の
常
着
が
闇
に
垂た

れ 

松
尾
満
津
於

流
れ
ゆ
く
歳
月
早
し
苔
の
花 

片
岡　

包
女

売
れ
残
る
社
宅
の
跡
地
梅
雨
長
し 

井
上　

郁
子

時
止
め
て
旧と

友も

と
語
ら
う
半
夏
生 

濵
田
美
智
子

紙
工
房
昏
れ
残
し
た
る
合
歓
の
花

米
寿
と
や
急せ

く
こ
と
も
な
し
み
ち
お
し
へ	

友
草　

水
月

　
　

駄　

筆　

一　

言　
　
　
　
　
　

水
月

　

作
句
す
る
と
き
、い
ろ
い
ろ
な
事
柄
や
見
た

物
に
欲
を
出
し
て
言
っ
て
し
ま
い
た
く
な
る
。言

い
過
ぎ
は
駄
目
で
、ま
ず
は
一
点
に
し
ぼ
り
、そ

れ
を
広
げ
て
い
く
事
だ
と
教
わ
っ
た
。

い
の
流
水
俳
壇

次　
　

題　
「
当
季
雑
詠
」
五
句

締
め
切
り　

毎
月
五
日

投
句
先

　

社
会
教
育
課　
　
　

い
の
町
３
５
９
７

 
８
９
３

－

２
０
１
２

今
月
の
こ
ど
も
川
柳

へ
る
め
っ
と　

ぼ
く
の
だ
い
じ
な　

お
と
も
だ
ち

川
内
小　

１
年　

千
田　

美
海

（
評
）ま
さ
か
の
時
に
助
け
て
く
れ
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、み
ん

な
に
と
っ
て
大
事
な
お
友
達
。素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。い

つ
ま
で
も
大
事
に
し
ま
し
ょ
う
。

が
っ
し
ゅ
く
は　

ま
だ
ま
だ
さ
き
だ　

あ
と
２
年

川
内
小　

２
年　

古
谷　

ね
い
ろ

（
評
）待
ち
遠
し
い
合
宿
ま
で
あ
と
２
年
、小
学
生
の
ル
ン
ル

ン
気
分
が
い
い
で
す
ね
。子
ど
も
の
気
持
ち
に
大
人
が
励

ま
さ
れ
、う
れ
し
い
で
す
ね
。

雨
ば
か
り　

校
長
先
生　

や
ま
し
て
よ

吾
北
小　

３
年　

川
村　

竜
世

カ
ブ
ト
虫　

木
に
し
が
み
つ
き　

み
つ
を
す
う

川
内
小　

４
年　

高
橋　

奈
甫

つ
う
が
く
ろ　

お
じ
さ
ん
に
こ
っ
と　

お
で
か
け
だ

川
内
小　

１
年　

よ
こ
ば
た
け　

ゆ
う

マ
ジ
ッ
ク
は　

ど
う
し
て
鳥
が　

消
え
る
か
な

吾
北
小　

３
年　

岡
林　

桜
花

あ
い
さ
つ
で　

心
も
町
も　

ピ
ッ
カ
ピ
カ

川
内
小　

３
年　

松
岡　

り
ん

一
輪
車　

や
っ
と
の
れ
た
ぞ　

う
れ
し
い
な

吾
北
小　

３
年　

川
村　

寧
彩

こ
い
の
ぼ
り　

か
っ
こ
い
い
な　

の
り
た
い
な

川
内
小　

６
年　

古
谷　

き
ら
り

暑
く
な
り　

水
分
と
り
を　

わ
す
れ
ず
に

川
内
小　

４
年　

西
内　

琴
音

※「
こ
ど
も
川
柳
」は
町
内
全
小
学
校
の
児
童
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
募
集
し
て
い
ま
す
。次
回
提
出
締
め
切
り
は
９

月
10
日（
火
）で
す
。た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
応
募
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。（
応
募
は
各
小
学
校
を
通
じ
て
お
願

い
し
ま
す
。）

※
選
評
は
、川
柳
漣
会
の
皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
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9 月 ・ 10 月 の 催 し 物

■販売コーナーは入館無料です。

■お得な年間観覧券があります。
　お申込日から1年間有効です。
　受付にて1,500円で販売中

■毎月第１日曜日は「流し漉き」の日
　実習料　４２０円
　所要時間　約４０分
　６０cm×９０cmの大きな和紙

を漉く伝統的な技法「流し漉
き」を体験してみませんか？

　簡単ではありませんが、技術
　員が丁寧に指
　導しますので、
　初めての方で
　もきれいな和
　紙を漉くこと
　ができます。

○山本明義展
　９月４日（水）～９月１３日（金）
　山本明義氏の展示会です。鉛筆

画、書、和紙照明など約40点を展
示します。

○コパコパ写真クラブ展「ＮＯ ＯＫＵ」
　９月７日（土）～９月２３日（月）
　コパコパ写真クラブ会員が「ＮＯ 

ＯＫＵ」をテーマに撮影した作品
約70点を展示します。

○第７１回野並允温個展
　９月１６日（月）～１０月２０日（日）
　画家野並允温氏が土佐和紙にふ

るさとの風景を描いた水彩画約60
点を展示します。
○【同時開催】向陽会絵画教室展	

○土佐和紙とプラチナプリント／
オルタナティブプロセス

～新たな価値創造への取り組み～
　９月２８日（土）～１０月２０日（日）
　写真技法研究家、写真家、町内の

紙漉き職人が共同開発した「プラ
チナプリント用和紙」のお披露目と
なる展示会です。500年保つといわ
れる伝統的な写真技法「プラチナ
プリント」を、1000年保つといわれる

「和紙」に焼き付けることで、高い
保存性を実現しました。開発までの
過程と、実際にこの和紙に印画した
プラチナプリント作品を展示します。

作 募品 集
◇第２４回　手づくり紙芝居コンクール
募集締切　　　　　11月10日（日）
本選および表彰式 　12月１日（日）
参加料　作品１点につき
　　　 一般1,000円・小学生500円

自作自演の手づくり紙芝居コンクー
ルを開催します。子どもからお年寄り

まで楽しめる紙芝居を作ってみませ
んか？予選通過者には、本選で実演
していただきます。
詳細は土佐民話の会までお問い合
わせください

 ８７５－７７２０

◇第７回全国土佐和紙はがき絵展
　募集期間
　10月１日（火）～12月23日（月）
　土佐和紙を多くの人に知ってい

ただき、その素晴らしさを実感
してもらおうと全国からはがき
絵作品を募集します。応募には、
指定の土佐和紙はがきをご利用
ください。紙の博物館・高新プ
レイガイドで販売しています。
５枚セット（サンプル１枚付）…250円

　ドーサ引き（にじみ止め加工）と、
ドーサなしがあります。

ギャラリー・コパ
 893-1200

●開館時間　9:00～17:00

○備前焼　吉延真一　
　　　　　　本山直義　作陶展
　９月１３日（金）～９月１７日（火）
　岡山県備前市の同期による作陶

展です。器の美、使い易さを追
求した食器、酒器、壺、花器な
ど、使えば使うほど色艶が変わ
る備前焼、約400点を展示販売し
ます。

紙の博物館
 893-0886

●開館時間　9:00～17:00
●休 館 日　毎週月曜日
 （但し、祝日は開館し翌日休館）
  ９月１６日（月）開館、１７日（火）休館
  ９月２３日（月）開館、２４日（火）休館

い
の
町
上
水
道

水
質
検
査
結
果

平成25年7月分

※いの町公式ホー
ムページにも掲
載しています。

南上水水系
・

公園町水系

鎌田水系

単位 基　準　値 伊野南 伊野

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 0 0
大腸菌 － 検出されないこと 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 4.8 2.8
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 － 5.8以上8.6以下 7.0 7.5

味 － 異常でないこと 異常なし 異常なし
臭　　気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満

単位 基準値 池ﾉ内地区 天神地区 枝川地区

法
令
9
項
目

一般細菌 /mL 100以下 0 0 0
大腸菌 － 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず

塩化物イオン mg/L 200以下 3.0 3.2 2.9 
有機物 mg/L 3以下 0.3未満 0.3未満 0.3未満
ＰＨ値 － 5.8以上8.6以下 7.1 7.0 7.2

味 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
臭　　気 － 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし
色　　度 度 5以下 1未満 1未満 1未満
濁　　度 度 2以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満

法
令
外

鉛、化合物 mg/L 0.01以下 0.001 0.001未満 0.001未満
鉄、化合物 mg/L 0.3以下 0.03未満 0.03未満 0.03未満
マンガン mg/L 0.05以下 0.005未満 0.005未満 0.005未満
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新しく入った本　下記の他にもあります。
【小説】 【児童】 【ノンフィクション・その他】
宰領－隠蔽捜査５－
（今野　　敏 著／新潮社）

ひまわり
（荒井　真紀 文・絵／金の星社）

学級崩壊立て直し請負人
（菊池　省三 著／新潮社）

これからお祈りにいきます
（津村記久子 著／角川書店）

スズムシくん
（木坂　　涼 文　廣野　研一 絵／福音館書店）

ルポ　産ませない社会
（小林　美希 著／河出書房新社）

歪んだ忌日
（西村　賢太 著／新潮社）

ちきゅうがウンチだらけにならないわけ
（松岡たつひで 文・絵／福音館書店）

イモトアヤコの地球7周半
（イモトアヤコ 著／プレジデント社）

泣き童子（わらし）
（宮部みゆき 著／文藝春秋）

深海魚摩訶ふしぎ図鑑
（北村　雄一 文・絵／保育社）

大人のミサンガ
（知光　　薫 著／主婦の友社）

月下上海
（山口恵以子 著／文藝春秋）

ホタル
（中山れいこ 著／少年写真新聞社）

♪高知コンサートグループシリーズコンサート第３4回♪
９月８日（日）　15：00～15：30　☆今月は第2日曜日の開催となります。

♪プログラム♪
・白鳥／作曲：サン＝サーンス　　・夢のあとに／作曲：ガブリエル・フォーレ
・愛のロマンス／スペイン民謡　　・さとうきび畑／作曲：寺島　尚彦
・無伴奏チェロ組曲第一番ト長調ＢＷＶ1007よりプレリュード／作曲：Ｊ．Ｓ．バッハ　他

≪出演者プロフィール≫
石川　香代 氏（ピアノ）
昭和60年から音楽講師として活動を
始め、現在、町内・高知市の教室で≪
ジャンルに捉われず幅広く音楽を楽し
む≫をコンセプトに生徒指導に励む。

爲家　富佐 氏（チェロ）
18歳でチェロを始め、後年川元適益氏
に師事。現在、保育園、幼稚園、小学校
等で石川氏と共に演奏活動を行ってい
る。高知ポップスオーケストラ所属。

辻野　哲郎 氏（チェロ）
14歳からチェロを始め、川元適
益氏に師事。現在はオカリナや
ギター奏者と共に老人ホームや
教会で慰問演奏を行っている。

読み聞かせ勉強会 ＊くつしたのあな＊
９月６日（金） 10：00～11：00

９月21日（土）　１４：３０～１５：００

９月17日（火）　10：30～11：00

～あかちゃんとおかあさんの絵本の時間～
【０～３歳児・保護者対象】

　絵本の読み聞かせとともに手遊びも一緒に楽しみま
せんか？お気軽にご参加ください。

☆ 毎月第１金曜日 ☆ ☆ 毎月第3土曜日 ☆

☆ 毎月第3火曜日 ☆

◆図書館バスの運行について◆
（吾北・本川・天王地区）

◆吾北地区・本川地区
　の方へお知らせ

主な巡回場所

問い合わせ

火曜日…吾北地区　　水曜日…天王地区
木曜日…本川地区

※週によって巡回場所・時間が若干違ってきますので、
　お手数をお掛けしますがご連絡の上、ご利用ください。

吾北中央公民館図書室、本川新郷土館では、町立図書館の小説、ノンフィクション、料理、健
康の本などあらゆるジャンルの書籍を随時100冊貸出ししています。是非ご利用ください。

 ８５０－４３６０

本　館 枝川分室
住　　所 いの町元町41番地 いの町枝川2462番地
開館時間 9：30～18：00
９ 月 の
休 館 日

月曜日、
27日（館内整理日） 月・水・金・日曜日

電話番号  850－4360  850－4350
◆ 休館日の返却については、ブックポスト（本館は正

面玄関・枝川分室は入口）をご利用ください。本
館・枝川分室どちらでも返却できます。

◆ 図書館ホームページ
　　http://inolib.town.ino.kochi.jp/

（図書の検索・Web予約※ができます。）
※Web予約には、あらかじめ利用者登録及び窓口で

のパスワード申請が必要です。
※サーバメンテナンス作業のため、毎朝4：00～4：30

までホームページの閲覧、ＷＥＢ予約ができません。
ご了承ください。

～幼児から小学生のための読み聞かせの時間～
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ぐりぐらひろば（いの町子育て支援センター）からのお知らせ
　出産や子育てに不安を感じたり子育て情報や友達を求めたりしている妊婦さんやパパ、ママ、
小さいお孫さんと日々奮闘していらっしゃるおじいちゃんやおばあちゃん。
　親子で集う遊びと語らいの広場“ぐりぐらひろば”へ遊びに来てみませんか！ 

　ひろばでは、『一人のために』『みんなのために』と、保護者の皆さんが心地良いつながりや居場所を創り出
しています。折紙や料理、パンやお菓子作り、カチューム作りなどなど、得意な分野をいかして伝えたり教え
合ったり。扇風機やままごとの椅子カバーを作ってくださる縫い物上手のおばあちゃん、新聞の切り抜きをま
とめ、育児に関する記事を小冊子にして紹介してくれるママ、絵本や図書の知識をいかして図書コーナーを充
実させてくれるママ。悩みやしんどさの中にあっても、それぞれの持つ力を発揮したり伸ばしたりして、保護者
同士が育ち合う姿に感銘を受けています。
　ぐりぐらひろばは、誰かと関わり合わなければならない社会性やコミュニケーションを求めません。親子で
過ごすうちに周囲の親子に気付き、何気ないふれあいから自然に始まる関わりを大切にしています。

☆申込・問い合わせ　　ぐりぐらひろば （いの町総合健康センター内）　　  892－3151

＊なお、町内各保育園・幼稚園や公民館、吾北・本川各総合支所及び教育事務所に掲示し、図書館やほけん福祉課、町民課、枝川及び八田コミュニ
ティセンター、町内各量販店（サンプラザ新鮮館天王・サンシャインラヴィーナ・サニーマート伊野店・サニーアクシスいの）、あったかふれあいセン
ター、暮らしのかけ橋交流館なないろに設置しているぐりぐらつうしんや

　ぐりぐらひろばＨＰもご覧ください。 いの町ＨＰ 子育て情報 ぐりぐらひろばＨＰ⇨⇨

【9月の内容】
 4日（水）　ベビー＆ママヨガ・母乳相談
 　　　　　　 ♥乳幼児用おやつ試食
 １１日（水）　小児科医のミニ講話・個別相談
 １８日（水）　妊婦さんとベビー＆ママのための
　　　　　 　お話（ベビーマッサージ）
 ２５日（水）　大人のための読み聞かせ

【10月はじめの予定】
 2日（水）　マタニティヨガ・胎児の心音聴音

※妊婦さんと０歳児の親子対象
※毎週水曜日13:30~15:00　※予約不要
※個別相談のみ事前にお申し込みください。
※子どもをサポートする支援員さんもいます♪
　お誘い合わせの上、お気軽にお越しください。

☆ひろばでの遊びや生活の様子、各行事などについて、詳しくはHPでご紹介しています。☆

９月行事予定 10月中旬行事予定

☆　七夕会　☆

子どもたちを楽しませようと

大活躍のお母さんたち♥

途切れない講師の先生への質問★

☆　図書館バス　☆
地域の皆さんも

お気軽にご利用ください♥

☆　応急処置＆救急法講習　☆
命を守るためにと、

多くの参加者が熱心に受講★

☆　プールあそび　☆

園児から赤ちゃんまでが大歓声♥

人肌程度のぬるま湯に

ゆったり温泉気分!?

【第３回ホッとママ講座】
				１日（火）　ベビーマッサージと講話

【お楽しみ会】
				３日（木）　散歩
				４日（金）　絵本読み聞かせ・親子ふれあい遊び

【てくてくひろば】
		１１日（金）　伊野保育園

【子育て座談会④】
		１１日（金）　小児科医を囲んで座談会

【第２回家庭教育学級】
		10日（火）　子育て講座「携帯と子どもたち」

【お楽しみ会】
		13日（金）　絵本読み聞かせ・親子ふれあい遊び
		１７日（火）・２４日（火）　散歩
		１８日（水）　図書館バス

【保護者会いちごサークル活動】
		19日（木）　消防署見学

★行事への参加をご希望の方は、事前にお申し込みください。ご都合によりキャンセルされる方は、必ずご連絡をお願いします。

なないろはぁと事業 ＊　第３回ホッとママ講座　＊
日　時　１０月１日（火）10：00～11：00
場　所　ぐりぐらひろば
講　師　高知県子育て支援アドバイザー
内　容　ベビーマッサージと講話
申込締切日：９月２７日（金）
※10分前には当日の受付を済ませ、講師をお迎えくだ

さいますようお願いします。
※託児をご希望の方は事前にお申し出ください。子育て

応援団グー・チョキ・パーの皆さんがお手伝いくださ
います。
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ワード入門・応用コース

エクセル入門コース

インターネット活用コース

パソコン個別相談室

パソコン入門コース
パソコン入門コースは、初めてパソコンを
触る方や、以前使っていたけど、もう一度基
礎から学習したい方向けの講座です。
マウス操作の基本・キーボード入力の基本
を中心にパソコンの基礎を学習します。

ワード2010入門コースは、文書作成ソフ
トであるワードソフトの基礎を学習します。
表現力のある文章や表の入った文章、図を
入れた文章などの作成をします。
ワード2010応用コースは、行の間隔を設
定、囲い文字や、ページ罫線など、詳細設
定を変更し細部に表現力をもつ文章の作
成などドリル問題を抜粋学習します。

エクセル2010入門コースは、表計算ソフ
トであるエクセルソフトの基礎を学習しま
す。エクセルでの文字や数字の入力やグラ
フ作成、計算方法の基礎を学習します。
エクセル2010応用コースは、関数の応用
や、仕事に役立つデータ管理・表の詳細
設定・グラフの応用などドリル問題を抜粋
学習します。

インターネット活用コースは、初めてイン
ターネットに挑戦してみようとされる方から
便利なページを紹介し活用方法まで行い
ます。

Windows操作・印刷からワード・エクセル
活用・インターネットとメールなどの相談室
です。（VBAなどの言語関係・CAD（図面
ソフト）は除く。）その他の内容については、
予約のときに相談内容をお願いします。

申込方法
伊野公民館窓口へ直接又はお電話で！　いの町3597　社会教育課（伊野公民館）
受付　月～金曜日（祝日を除く。）　8：30～17：15　  893－2012
［受付内容　氏名・住所・電話・受講講座名］

10 月
予 定 表

10月分締切日：9月26日（木）17:15
主　催：社会教育課（伊野公民館）
講　師：森　　清仁
会　場：すこやかセンター伊野 小会議室

各コース 定員：10名 ㊟再受講などで、テキストをお持ちの方は、
　申込時にご連絡ください。

パソコン入門 （初めての方から）

ワード入門　使用ソフト：Word2010（基礎を学習）

開催時間 受講料他 10月日程

使用可能パソコン持参
9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト　 300円 10／  5（土）

開催時間 受講料他 10月日程

ワード2010が入っている
パソコン持参

9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト 1,260円

Word2010用
10／12（土）

エクセル入門　使用ソフト：Excel2010（基礎を学習）
開催時間 受講料他 10月日程

エクセル2010が入っている
パソコン持参

9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト 1,260円

Excel2010用
10／  6（日）

ワード応用　使用ソフト：Word2010（ドリルを使って学習）
開催時間 受講料他 10月日程

Office2010
使用可能パソコン持参

9:00～16:00
6時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 3,000円
テキスト 1,050円

Word 2010用
10／14（月）

インターネット活用 （便利な活用を学習）
開催時間 受講料他 10月日程

無線LAN使用可能
パソコン持参

10：00～15：00
4時間持込講座
昼休1時間含む

受講料 2,000円
テキスト　 300円 10／27（日）

パソコン個別相談室
開催時間 受講料他 10月日程

個別相談室
※VBA＆CADなどは除く

申込1件1時間以内
10:00～16:00 相談料 500円

10／13（日）

10／19（土）

※予約がない場合は中止します。

パソコン教室のご案内　10月開催予定講座
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●日　時　　９月２８日（土）　15：00～20：30（※予備日９月２９日）
●場　所　　仁淀川波川公園　（国道33号仁淀川橋下）
●日　程　　①15：00～	 開場　≪仁淀川おいしいもの市オープン≫
　　　　　　②16：00～	 コンサート（和太鼓一番風、いちむじん　他）
　　　　　　③18：30～	 竹灯り点灯
　　　　　　④19：00～19：30	 鮎の火振り漁
　　　　　　⑤19：40～20：30	 名野川磐門神楽［国指定重要無形民俗文化財］
　　　　　　イベント翌日	7：00～	 会場周辺および河原で清掃活動
●販売など　★「鮎２匹（炭火塩焼き）と地酒２本」セットのチケット（2,000円）予約販売
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･･･いの町観光協会までお問い合わせください。
●無料シャトルバス　

●無料送迎バス　※要予約（下記問い合わせ先までお申し込みください。）
　◇15：00　本川総合支所前発（帰り：会場20：30発）
　◇15：00　高知市内発（帰り：会場20：30発）
　◇15：30　天王発（帰り：会場21：00発）
　※帰りの時間は当日のスケジュールにより変更する場合があります。
●その他　　雨天や河原が使用できない場合は、翌日開催します。
　　　　　　また日程などの催しの内容は変更する場合があります。
【主　催】　豊穣祭2013　仁淀川	神楽と鮎と酒に酔う実行委員会

豊穣祭2013　仁淀川 神楽と鮎と酒に酔う 

問 連
い 絡
合 及

せ
わ び

いの町観光協会事務局
（ギャラリー・コパ内）
〒781-2101　いの町大国町145

 893-1211　　  893-1205

季節の情報や、最新イベント情報などは下記のＨＰでご確認ください。
ホームページ　http://inofan.jp
ブログもみてください。http://blogs.yahoo.co.jp/inokanko2006

インプラント専用受付電話

（日曜日無料相談受付中：要予約）

　歯を一本失うことで、最終的には
体の健康にまで悪影響を及ぼしてし

まうことを「欠損ドミノ」といいます。虫歯や歯周病でたった一本の歯を喪失することに始ま
り、複数の歯が失われていくことによって、周りの健康な歯に負担が掛かり、口中の健康を保
つことができなくなります。虫歯や歯が欠損するとかみ合わせが悪くなり、きちんとかめなく
なります。「かめなくなる」ということは、食が偏る原因や生活習慣病などの引き金にもなり、
やがて体全体の健康を脅かす結果になるのです。内臓疾患では定期検診を受け、気を付けて
いる方が多いと思いますが、同じように歯の定期検診を受けることも大切なことです。「私は
虫歯はありません」と断言される方でも、実際に診てみると、ごく初期であっても、虫歯が発
見されることがよくあります。口中も内臓の一部です。生活の質（ＱＯＬ）を高く保つには、口
中すなわち歯の健康を保つことがとても重要になります。そのためには、虫歯や歯周病を予
防することが第一です。 安光歯科　院長　安光　秀人

一本の歯の健康が全身の健康を左右する

仁淀川流域の自然や歴史、
食、文化を見て、感じ、味わ
い、存分に酔って楽しんでもら
う一日。一夜限りの宴を五感
全てでお楽しみください。高
知市・天王・吾北本川方面か
ら送迎バスを用意しておりま
すので、是非ご来場ください。

波川公園（会場）

ギャラリー・コパ前琴平トンネル南口

JR伊野駅 紙の博物館前

15 分毎　シャトルバス運行 16：00～ 21：30



保 健 行 事 予 定 表9月 10月

9/11～10/10 ９月１日～10日の予定は広報８月号をご覧ください。
都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

広報いのは再生紙を使用し、
		
大豆インクで印刷しています。
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［売　 主］穴吹興産株式会社　宅地建物取引業免許　国土交通大臣（8）3300号
所属団体／（社）香川県宅地建物取引業協会、四国地区不動産公正取引協議会
高知支店／〒780-0870 高知市本町3丁目4-22 アルファレガロ大橋通り2階
　　　　　TEL/088（873）2882
支店／東四国、高知、松山、岡山、広島、山口、山陰、神戸、姫路、関東
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内　　容 日　程 場　　所 受付時間

おやこっこたいむ（育児相談）

9／11（水） 枝川コミュニティセンター

９：30～10：30
9／18（水） 天王コミュニティーセンター
9／25（水） すこやかセンター伊野

10／  9（水） 枝川コミュニティセンター
３ 歳 児 健 診 9／26（木）

すこやかセンター伊野
13：00～14：00

４ か 月 児 健 診 10／  3（木） 13：00～14：00
離 乳 食 講 習 会※ 9／13（金） ９：50　集合

※参加希望の方はほけん福祉課（  ８９３－３８１１）まで予約をお願いします。

日　程 場　　所 受付時間

9／12（木）
高知県運転免許センター 9：30～12：30
㈱近澤製紙所（神谷工場） 14：30～16：00

内　容 地　　区 日　程 場　　所 時　間

子 宮 頸 が ん

小川、下八川

9／20（金）

すぱーく吾北 8：30～  9：15
上八川 吾北中央公民館 10：00～10：30
清水 清水公民館 11：00～11：30
本川 本川保健福祉センター 13：30～14：00

乳 が ん
小川、下八川

10／10（木）
すぱーく吾北 9：00～11：00

清水 清水公民館 13：30～15：30
※子宮頸がん検診・乳がん検診は２年に１回の受診となっております。

＜３歳児健診、４か月児健診は個別に通知します。＞

休
日
当
番
医

９月
1（日） 関 田 病 院  893－0047
8（日） 森 木 病 院  893－0014

１５（日） さ く ら 病 院  893－5111
１６（月） 仁 淀 病 院  893－1551
２２（日） 森 木 病 院  893－0014
２３（月） さ く ら 病 院  893－5111
２９（日） 仁 淀 病 院  893－1551

10月
６（日） 関 田 病 院  893－0047

１３（日） 森 木 病 院  893－0014
１４（月） と ん ぼ ク リ ニ ッ ク  879－0222
２０（日） WESTほね関節クリニック  850－8811
２７（日） 町 田 整 形 外 科  891－6565

がん検診のお申し込みは電話又はハガキでお願いします。電話の場合は、予約受付期間（祝日を除く月～金曜日
8：30～17：15）に、ほけん福祉課（  893－3811）までお申し込みください。ハガキの場合は、広報４月号に折り
込みの健康ガイドに入っているハガキで、平成25年度の各会場での集団健診・子宮頸がん検診・乳がん検診の
予約ができます。電話予約受付開始日の１週間前までに投函をお願いします。

※都合により当番医が変更となる場合があります。
　受診の前に電話でご確認ください。


